




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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◆発はつ症しよう




　……エ？




「エエ────────────!!」




　すでに夜にドップリと浸つかった22時過ぎ、閑かん静せいな住宅地に私の悲鳴が響ひびき渡わたった。比ひ喩ゆでも何でもなく、本当に響き渡った。近所の犬たちが、一いつ斉せいにほえているのがその証しよう拠こだ。階下からも、心配した母の声が聞こえてくる。




　が、今の私には、その声に応こたえる余よ裕ゆうはない。

　メール不ぶ精しようの彼からのメール。そのメールにはたった１行。




　───オレ、好きな子できたから、別れてくれ。───




　何度見ても、何語に翻ほん訳やくしても、片目で読んでも何も変わらない。

　さすがに、鈍どん感かんな私でもわかる。




　つまり、「フ・ラ・レ・タ」のだ。




◆現状の確かく認にんおよび原因について




（落ち着いて…落ち着いて、ワタシ!!　こういう時には、そう、深呼吸、深呼吸しかない!!　大きく息を吸って、吐はいて、吸って、吐いて…フウ・フウ・フー、フウ・フウ・フーって、何も産まれてこないから!!）




　冷静になろうとすればする程ほど、どんどん情じよう緒ちよが不安定になってくる。そもそも、一方的な内容の、この理り不ふ尽じんなメールを送ってきたのは彼だ。一体どういう事なのか、本気で言っているのか、本気の本気の本気で言っているのか、本人に確認してみれば良い事だ。

「よし」と気合いを入れ、スマートフォンを片手にディスプレイをにらみつける。ディスプレイに映り込む自分の目が血走っていて怖こわい。

　メールアプリを起動し、彼からのメールに返信しようと人差し指を伸のばす。指が小刻みに震ふるえるのを自覚した瞬しゆん間かん、その震えが全身に伝わっていく。




［ホントに好きな人ができたの？

　そんなに、その人が好きなの？

　その人と付き合ってるの？

　ゼッタイ、私の方がその人より好きなのに］




　文字を入力していた手が止まる。

（こうじゃない。私が伝えたいのはこんな事ではない）

　メール嫌ぎらいな彼が、わざわざ送ってきたのだ。彼の言葉にウソはない。そんなに簡単にくつがえる話でもないはずだ。

　つまり、私が送るべきメールの内容はこうだ。




［わかった。

　好きな人ができたんだったら仕方ないよね。

　じゃあ、もう、これからは友達っていう事で。これからは、ただの友達として、メールとかしても良いかな？　ゼッタイ、ジャマなんてしないから］




　内容を全面的に変へん更こう。彼の意志は全面的に尊重しつつ、友達として彼とのつながりを持つ。

　そばにいてチャンスをうかがおうという気持ちはヒタ隠かくすし、そう簡単に忘れられないとか、生き霊りようになってでも追いかけるとか、そんな事は顔に出さないようにするし。

（大だい丈じよう夫ぶ!!）

　何が大丈夫かは、自分で華か麗れいにスルー。




（送信…できない）




　もし、もしも、拒きよ否ひリストに入れられていたりしたら、息が止まるかもしれない。いや、間ま違ちがいなく、解かい析せき不能な悲鳴と共に、そこの窓から飛び降りる。まあ、ここは２階だから、普ふ通つうに着地できそうな気もするけど。

　拒否する様な人ではない。と、信じたいけど、だけど、万にひとつ、億にひとつなんて事もあるかもしれない。懸けん賞しようなんて当たった事はないけど、最初の当たりがコレという可能性もある。いや、きっと当たる。




（ああ、ムリムリムリムリムリムリムリ!!　送信なんてできない。削さく除じよ、削除、削除!!）




　拒否できない場所。そうだ、学校の中でなら、確実に彼に伝えられる。直接伝えるなら、拒否リストに登録なんてできない。




（うん、明日あした、学校で言おう）

　私のこの思いの全すべてを─────!!




　この夜は一いつ睡すいもできなかった…




◆セカンドオピニオン




　翌朝、目の下にクマさんを飼った私は、入学以来初めて教室に１番乗りした。




　私は２組で、彼は５組。教室も違えば階も違う。１、２組は３階。３、４組は２階。そして、５、６組は別べつ棟むねの２階にある。直接会って話すと言っても、そんなに簡単ではない。別のクラスの女子生徒が名指しで会いに来たなんて事になれば、一いつ瞬しゆんで全校生徒に伝わるに違いない。もしかすると、新聞部がインタビューに来るなんて事も…




（いや、それだと、別れた彼に、元彼に、今では片思いになった人に……）

　ああ、自分の考えに、どんどん心が折れていく。

（そもそも、「学校では話しかけないでくれ」と言われていたんだ）

「ちょっと、恥はずかしいから、オレ達が付き合っている事は２人だけの秘密にしよう」とも言われた気がする。

（ダメじゃん）

　これだと、学校で話しかけるなんてできない。




　そう言えば、付き合い始めてから３ヵ月の間に、デートした記き憶おくがほとんどない。付き合い始めて１週間の時に、一いつ緒しよに公園を散歩したくらいだ。電話で話した事、一体何回あるだろう？　２…３回かな。メールのやり取りも、メールが嫌きらいな彼からは、既き読どくにはなっても返事が来る事はなかった。




　３ヵ月前、告白したのは私からだった。

　何の部活にも入らなかった私は、基本的にはすぐに下校する。何をするでもないが、学校にいて良い事なんて何もない。でも、あの日、数学の宿題を忘れた罰ばつとして、居残りで読書感想文を書かされていた私は、偶ぐう然ぜんグラウンドを走る彼を目にした。

　キュン…と胸が鳴った。

　マンガみたいに、キュンと。

　なぜ、恋こいに落ちた音が「キュン」なのか不思議だったけど、本当にキュンと鳴った。

　多分、トキメキに驚おどろいた心が胸をしめつけると、キュンと音を鳴らすのだろう。




　３ヵ月間、誰だれが何と言おうと、私は彼の彼女だった。

　ひとりで悶もん々もんと考えていても思考の迷めい路ろから抜ぬけ出せない私は、クラスメートで親友と呼べる女子に相談する事にした。あまり役に立ちそうにないが、それでも、何かしら心を打つ言葉を口にしてくれるかも知れない。弘こう法ぼう大師も筆を誤れば、河童かつぱも川で流されてしまうという話がある。それなら逆に、凡ぼん人じんが名言を吐はく可能性もゼロではない。




　昼ひる休きゆう憩けいの時に話をすると決め、私は時間が過ぎるのを待った。

「でね、ちょっと聞いてほしい事があるんだけど…」

　窓まど際ぎわに机をくっつけ、向かい合う形で弁当を食べている途と中ちゆう、意を決して口火を切る。彼女は箸はしを持つ手を止めず、卵焼きを口に運んでいた。

「何？　って、そう言えば、アンタ今日顔色悪いよね。何かあった？」

　普ふ段だん何も考えていないようでも、微び妙みような変化に気づいていた事に驚く。

「なーんちゃって」

　グーで殴なぐりたい。

　大きく深呼吸し、気持ちを落ち着かせる。そして、周囲に人がいない事を確かく認にんして本題に入る。

「実は…昨日、フラれちゃって…」

「は？」

「だから、昨日フラれちゃって」

「誰が？」

「だから、ワ・タ・シ」

「誰に？」

「５組の…彼氏に…」

「意味がわかんないんだけど？　え？　何？　フラれたって、誰に？」

「だから、カ・レ・シだってば」

「リア充じゆうは滅ほろびの呪じゆ文もんで全ぜん滅めつすればいいのに…バル───」

　ふと思い出す。

　そう言えば、彼が「あまりみんなに知られたくない」と言っていたので、付き合っていることは彼女にも話していなかった。つまり、彼氏ができたという話をすっ飛ばし、別れ話をされたという相談をしようとしているのだ。

（ああ、ダメかも…）

「へえ、そうなんだ。彼氏ができたら真っ先に報告しようね!!　とか、お互たがいにヒミツは持たない様にしようね!!　とか言ってたのに。へえ、彼氏ができてたんだあ。へえ……」

（もうダメだ）

　相談どころではない。違う闇やみが増えただけで、何の解決にもならない。

　確かに、もうひとつ問題が増えたおかげで、フラれた事を悩なやむ時間は減った。でも、解決には程ほど遠とおい場所にいる事は間違いない。当然、一刀両断されたハートが元に戻もどるわけでもない。

　親友に解決策を求める事はあきらめた。同時に、放課後、駅前のドーナツショップでおごらされる事が決定した。




◆症しよう例れいの研究と処しよ方ほう箋せん




　放課後───

「私のドーナツが食べられないのか!!」と、ドラマで見る酔よっ払ぱらい上司のごとく絡からんでくる親友に、チョコリングをムリヤリ口にねじこまれた。

　将来、ＯＬになった時の予行演習のようだ。と言うか、そもそも、そのドーナツは私のおごりなのだから、彼女のではなく「私のドーナツ」だ。

　２時間余り散々イヤミを言われた後、ようやく解放された私は大きくタメ息を吐ついた。

　これからどうすれば良いのか…例えば、泣いてすがりつくべきなのか、ストーカー生活を送るべきなのか、意見を聞きたかったのだが、まったくそんな雰ふん囲い気きにはならなかった。

　ハッキリ言うと、これっぽっちも役に立たなかった。




　再び盛せい大だいにタメ息。

　ふと視線を上げると、駅前の本屋が目に入った。

（本？　本!?　そうか、本だ!!）

　友人も少なく、その友人でさえも相談相手にできない私は、本に頼たよるしかない。

　摑つかむワラを必死で探している私は、その大型書店に向かってかけ出した。




　新刊のマンガコーナーしか知らない私は、店内をキョロキョロと見回す。おそらく、はたから見ると挙動不ふ審しんの要注意人物だ。万引きＧメンとかいたら、真っ先にマークされるだろう。

　深く考えずに入店したが、実際、恋れん愛あい関係の書しよ籍せきなどあるのだろうか？

（店員さんに…聞けない）

　グルグルと店内を徘はい徊かいしているうちに、趣しゆ味みコーナーに恋愛関連の書籍を発見した。

（恋愛って、趣味なのか？　恋愛マスターに成長しろと？　それとも、肩かたに黄色いネズミを乗せてバトルしろと？）

　いろいろと思うところはあったが、勢いに任せて３冊も購こう入にゆうしてしまった。こういった類たぐいの本は意外と高く、ドーナツと合わせて、目まいがする程の出費になった。

　本屋の袋ふくろをぶら下げて、ようやく帰宅する。単行本サイズの本が３冊となると、意外に重い。そんな私を見た母が満面の笑えみを浮うかべていたが、残念ながら、これは問題集でも参考書でもない。




　階段を上がり自室に戻った私は、袋から本を取り出して並べる。本のタイトルは、「大だい失しつ恋れん」「失しつ恋れん～アノ男おとこが悪わるい～」「恋れん愛あい成じよう就じゆ!!　ライバルを呪のろえ」。内容を確認せずに購入したが、それなりに役に立ちそうだ。

　とりあえず、タイトルに共感できる「大失恋」を手に取り、ページをめくり始める。

　内容は、タイトル通り、著者が経験した厳しい失恋の話だった。出会いから別れまでを、時系列で語っている。

　コンパで知り合った彼氏からの猛もうアタックに、全く興味がなかった著者が根負けした形で付き合う事になった。付き合い始めるまではマメに連れん絡らくしてきていたが、徐じよ々じよにメールの返信がなくなり、電話にも出なくなる。不審に思った著者が彼氏の自宅を訪ねると、なんと、他ほかの女が出てくる。

　修しゆ羅ら場ば。だが、彼氏が出来心の浮うわ気きだから許して欲しいと土下座し、１回だけは…と許す事にした。




　読んでいるコチラの頭が痛くなる。こんな男は地じ獄ごくに落ちればいい。

　当然、浮気はこの１回で済むはずがなく、２度、３度と繰くり返され、挙げ句に彼氏の７股またが発覚。別れ話を切り出すつもりで会うと、向こうから「嫉しつ妬と深ぶかい女は嫌きらいだ」とフラれてしまう。

（最悪だ）

　ダメな男に捨てられる女。

（この人に比べれば、私はかなりマシな方だ）

　この本は、こう締しめくくられていた。

　─────私の方がマシだと思った人は、地獄に落ちればいい!!─────




　次の本を手に取る。「失恋～アノ男が悪い～」。

　冒ぼう頭とうから読むと、つまり、タイトルの通り、「失恋したのは、私が悪いわけではなく相手が悪い」という事が延々と３００ページ余り書いてあった。

　確かに、相手が悪い!!　と思いこめば、一時的には救われるかもしれない。

　しかし、それでは恋こいをした、相手を本気で好きになった事さえもウソになってしまいそうだ。相手も悪いのかもしれないが、自分に足りなかったもの、これから身につけなければならない事を考えようと思う。

　せっかく人を好きになったのだ。

　その事をウソにしたくはないし、少しでも自分の成長につなげたい。




　えっと、「恋愛成就!!　ライバルを呪え」は、本格的にヤバ系の内容だった。

　丑うし三みつ時にワラ人形をどこに打ち付けろ、とか、恋こい敵がたきの髪かみの毛を入手して云うん々ぬん…

（これって、犯罪ギリギリなんですけど。と言うか、こんな内容の本を売っていいの？）

　恋敵に対して含ふくむところがないわけではない。でも、たとえ恋敵が階段から落ちようが、犬のフンを踏ふもうが、彼は戻ってこない。それどころか、私の中でドス黒いものが渦うずを巻き、人間の暗黒面から抜ぬけ出せなくなりそうだ。

　そもそも、別れ話は彼と私の問題で、第三者には無関係だ。

　恋敵が悪い、アノ男が悪い、と思いこめば楽になるのかもしれない。それでも、私にも原因がなかったとは、どうしても思えない。




　もっと、何かできたのではないだろうか。

　返事がないと分かっていても、もっと、メールすればよかったのかもしれない。

　面めん倒どうくさがられても、もっと、電話すればよかったのかもしれない。

　もっと、一いつ緒しよに帰れるように、部活が終わるまで待っていればよかったのかもしれない。

　もっと、もっと、できる事があったはずだ。

　恥はずかしい、という理由だけで秘密にされたのだろうか。

　私が、もっとかわいければよかったのかもしれない。

　こんな、かろうじて寝ねぐせを直しただけの髪型ではなく、もっとオシャレに気を配っていればよかったのかもしれない。

　彼の気持ちを、もっと理解しようと努力すればよかった。

　もっと、もっと、もっと、もっと─────




　もっと、一緒にいたかった。




◆完治




　その後、深夜までインターネットの恋愛相談を駆かけ回り、ＳＮＳで叫さけびまくった。週末に、全財産を持って有名な占うらない師を何人も巡めぐった。

　でも、いくらあがいても、失恋したという事実は消えない。

　どんなに親身になって話を聞いてくれても、納なつ得とくする答えは戻もどってこない。

　結局、自分で解決するしかないのだ。




　疲つかれ果てて学校に行くと、親友が近づいてきた。

「今日の放課後、ちょっと良い？」

「え、ああ、うん」

　よく分からないが、何となく断れない雰ふん囲い気きを醸かもし出していたので、すぐに頷うなずいた。傷心の私に一体何の用事だろうか。もしかしたら、ドーナツのお返しに、何かおごってくれるのかも知れない。

　しかし彼女は、私の期待を当然のように裏切った。

　彼女は、コッチコッチと手招きをしながら校庭を横切り、今まで行った事もない校舎と校舎の狭はざ間まを縫ぬうように進んで行く。仕方なくついて行くと、植えこみの間を抜けた瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん、目の前が開けた。

　そこで、彼女は一点を見つめ、ゆっくりと指を差す。

　その指の先を、私も見つめる。

　上半身が裸はだかの男子生徒……




「ここからなら、男子更こう衣い室が見え」

「アホか─────!!」




　思わず絶ぜつ叫きようし、着き替がえ中の男子生徒に見つかりそうになる。あわてて植えこみに身を隠かくした後は、安あん堵どのタメ息を吐ついた。

「って、一体、何がしたいの？」

　興奮さめやらない私は、怒ど気きを含んだ言葉を彼女にぶつける。しかし、彼女は気にする素そ振ぶりも見せず、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「いろんな事やって、少しずつ薄うすめていくしかないんだよ」

　彼女の言葉に、私は目を見開く。




「本気で人を好きになったらさ、そう簡単には忘れられないけど、やっぱ、思い出に変えていくしかないんだよ。フラれて、落ちこんで、悩なやんで、悩んで、そうしていく中で、少しずつ思いが薄くなって、少しずつ、心の奥に沈しずんでいく。で、最後に泣いて、泣いて、前に進むんだよ」

　彼女は恥ずかしそうに微笑ほほえむと、グッと親指を立てる。

「まあ、私の経験だけどね!!」




　その日の夜、私は１通のメールを彼に送った。




［短い間だったけど、ホントにありがとう。バイバイ!!］




　このメールは拒きよ否ひされる事なく、既き読どくになった。

　その瞬間、目の前がボヤけた。

　ずっと涙なみだなんて出なかったのに、どんどんあふれてくる。

　玉のような涙が頰ほおを伝い、ポタポタと手の甲こうに落ちる。

　肩かたが震ふるえる。

　口がへの字になる。

　布ふ団とんに頭を突つっこんだ。

　大声で泣いた。

　とにかく泣いた。

　泣いて、泣いて。

　泣いて、泣いて。

　泣いて、泣いた。




　きっと私は、明日あしたから前に進む─────







[image: 弦音は響かない　彌砂]




　好き。

　嫌きらい。

　普ふ通つう。

　無関心。




　他人に抱いだく感情は他ほかにも色々あるけれど、こと恋れん愛あいにおいては少しでも好きという感情がないと成り立たない。

　だから、アイツの感情が読めなくても、私が〝彼女〟でアイツが〝彼氏〟である限り、好かれているのだと思っていた。

「付き合って」と告白してきたのはアイツ。

　その時、私にはアイツに対して好きも嫌いもどちらの感情もなかった。単にクラスメイト。ただそれだけだ。けれど、好意を持たれていることは素す直なおにうれしかったから付き合うことを決めた。

　なのに、なぜだろう。

　一いつ緒しよにいてもアイツの──島しま村むら遥はるかの気持ちはどこか遠くにあるような。

　けれど、それがなぜなのか当然わかるはずもなく、付き合い始めてまだまもないからだと、小さな違い和わ感かんを覚えながらもそう自分を納得させていた。

　弓道着に身をつつみ、霞かすみ的まとへ矢と視線をまっすぐに向ける遥を見ながらそんなことを考えていると、横から「ね、島村ってどう？」と親友である風かざ見み彩あや香かが耳打ちしてきた。

「どうって？」

「付き合い始めたんでしょ？　結ゆ花かと島村」

「ああ、うん。そうだけど」

「向こうから告白してきたんでしょ？　意外だよね。島村って自分から気持ちを言うタイプには見えないっていうか」

「……そうだね。私も驚おどろいた」

　遥は彩香の言う通り、大人しいタイプだ。

　だから告白をされたとき、正直驚いた。でもだからこそ、その意外性が私の心を動かしたのかもしれない。

「あ、的中」

　彩香の声と、タンッ！　と、的に矢が当たった音が同時に聞こえた。

　弓から射った後の弦つる音おとがしんとした道場に響いている。

「誰だれだ。稽けい古こ中に私語は厳禁だぞ」

　顧こ問もんの木き村むら先生の𠮟しつ咤たが飛んできた。

　しまった。今は見取り稽古の最中だったのに話していてちゃんと見ていなかった。小声で話していたものの、この静まり返った道場ではいささか目立っていたようで３年の先せん輩ぱいににらまれたので、私たちは肩をすくめた。




「やっぱ島村は２年だけど、１番上手うまいよね。いいな、結花は個人的にも教えてもらえて」

「そんなことないよ。教えてもらったことないし」

「え？　そうなの？」

「うん。それに彩香の彼氏……本ほん田だくんだってサッカー部のエースでしょ」

「私はサッカーしないし」

「そうだけど」

　練習が終わり、弓道着から制服へ着き替がえ、下げ駄た箱ばこへ向かう途と中ちゆうそんな会話をしていると、背後から「結花」と声をかけられた。

「あ、噂うわさをすれば」

　振ふり向くとそこに遥が立ってこちらを見ていた。

「おつかれさま」

　私がそう言うと、遥は私の荷物を手に取った。

「え、何？」

「持つよ。一緒に帰ろう」

　付き合って１週間が経たつが、こんな風に荷物を持たれたことはなかったので少々面めん食くらう。

「わお。島村って優やさしいんだね。いいなあ、健けん斗とくんもこんだけ優しかったらいいのに」

「自分で持てるから……本田くん優しそうだけど」

　無む理り矢や理り自分の荷物を遥から奪だつ還かんすると彩香に問いかけた。

「んー、健斗くんはみんなに優しいから。やっぱ彼女の私にだけ優しくしてほしいかな」

　本田くんは明るくて、優しくて、男女共に人気がある。サッカー部のエースというだけあって統とう率そつ力があり、うちのクラスで学級委員も担になっているような人だ。

「ぜいたくな悩なやみだね」

「結花にはわかんないんだよ。じゃあ私はここで健斗くん待つから」

「あ、うん。また明日」

「またな。風見」




　夕暮れに染まる学校からの帰り道。

　部活もクラスも一緒の私たちは付き合ってからこうして毎日隣となり合って駅までの道のりを歩く。

「…………」

　遥は口下手なのか自分から口を開くことはめったにない。

「あー……っと、今日の見取り稽古も素晴らしかったね」

　だから、必然的に私から話題を出すことになる。

「しゃべってたのに？」

「……バレてた？　ごめん」

　遥はふっと息を漏もらし、遠くの夕日を見た。

　再び沈ちん黙もくが訪おとずれ、私は「そういえばね、うちのお母さんが……」と聞かれてもいない内輪ネタを披ひ露ろうする。

　この１週間で、遥は私のことで知らないことはほとんどないくらいの情報を得ただろう。

　反対に私は遥のことを何も知らない。

　付き合ってと言われたのは私の方のはずなのに、妙みような虚きよ無む感かんが襲おそう。

　遥は──本当に私のことが好きなのだろうか。




　そして、彼氏と彼女になって初めての休日。

　といっても、朝から夕方まで部活があるのだが。

「よし。今日の練習はここまで。残って自主練したいヤツは１時間までならいいぞ。何かあったら職員室まで来てくれ」

　木村先生はそう言って道場を後にした。

　せっかくの休日に居残りまでして練習をしていく人はほとんどいない。

「あれ？　彩香残るの？」

「うん。大会近いし」

　そう言って、弓を持って的前に立つ。

「そっか。じゃあ私は……」

　と言った時、私の横をスッと人ひと影かげがよぎった。

「俺が教えようか」

　遥だった。

「え！　島村も帰るんじゃないの？」

「いや。俺も少し残ろうと思ってたから」

　彩香がチラリとこちらを見る。

　ドクン──と心臓が大きな音を立て、一いつ瞬しゆん、息がつまるような苦しさを覚えた。

　だが、次の瞬間私は笑え顔がおで答えた。

「私も残るよ。遥、私にも教えてくれる？」

「２人とも優しい！　ありがとう！」

　心から喜ぶ彩香に私は胸に暗い何かが広がるのを感じ、それをかき消すかのように頭を左右へ振った。

「……頰ほおに矢があたるように口のあたりで引いて。弦つるは軽く胸にあてて……」

「こ、こう？」

「うん」

　まずは彩香が的前に立った。その隣で遥が丁てい寧ねいにレクチャーしているのを私は少し遠くから体育座りをして見ていた。

　弓道を嗜たしなんでいるのだから当たり前なのだが遥の姿勢はとても美しい。

　制服を着ているときにもそれは思うが、弓道着をまとっていると、さらにそれを感じて思わず見とれてしまう。

　最初は好きでもなんでもなかったのに、少しずつ、否いな、急激に遥に心こころ惹ひかれていく自分に戸と惑まどった。

　そうなると、たとえ親友の彩香が相手でもあんなにも身体からだを接近させていることへ嫉しつ妬とを覚えてしまう。

　もし。

　普ふ段だんから遥の気持ちが私へ向いていることが目に見えていたら、ここまで不安に駆かられることもなかったのかもしれない。

「ありがとう！　さすが島村、ちょっと自信持てたよ」

「そう」

「ごめんね、結花。彼氏借りちゃって」

「ううん。自信持ててよかった！」

　そう言って私は腰こしを上げた。

「次、私もいいかな？」

「もちろん」

　弓を持ち、的前へ立つ。

　平常心。と心の中で何度もつぶやき、的を見る。

　それから左足を的の中心に向かって半歩踏ふみ開く。

　両りよう肩かたを下げ、呼吸を整えながら背筋と頭を天までまっすぐに伸のばすイメージを浮うかべた。のだが。

「呼吸が乱れてる」

「え……」

　すぐ後ろにいた遥の声に振ふり向いてしまった。至近距きよ離りで視線がぶつかる。

「雑念があるでしょ」

　ない、とは言えなかった。

「お腹なか空いちゃって」

「……そっか。でも集中して」

「……はい」

　ひとつ発見。遥は弓道のことになると少し饒じよう舌ぜつになるらしい。

　私は深呼吸を数回して、それから弓を正面に構えた。親指を弦へかけ真っ直すぐに引く。

「身体、曲がってる」

　不意に真後ろから声がしたと思ったら、肩かたを引かれた。

　せっかく集中しようとしているのに、逆効果だと遥はわかっているのだろうか。

「う、うん。わかったから、手を……」

「言葉だとわかりづらいから……そのまま引いて」

　今度は私の手に自分の手を重ね、一いつ緒しよに矢を引いてきた。

　初めて遥に対して鼓こ動どうが高鳴るのを感じた。

　そう思うと指が震ふるえる。

「もっと……」

　鼓こ膜まくに遥の声が響ひびくと、さらに鼓動は早はや鐘がねを打つ。

「あ……！」

　放たれた矢は的から外れ、安あ土ずちへ刺ささった。

「気が乱れすぎ」

　それは遥のせいだ、とも言えず私は「次は当てるから」と頰をふくらませた。




「なーんかドキドキしちゃった！」

　練習が終わり、着き替がえをしていると彩香がさも楽しそうに言ってきた。すでに他ほかの部員は帰ってしまっていて、女子ロッカーには私たちの姿しかない。

「何が……」

「やっぱ彼女だもんね。あんな密着しちゃってさー」

　私は忘れようとしていたというのに、彩香の言葉でつい今しがたの出来事を思い出して赤面した。

「もう、キスとかしたの？」

「は!?」

　ニコニコとしながら彩香が顔をのぞきこんでくる。

「す、するわけないじゃん！　まだ手もつないだことないのに」

　むしろ、会話すらままなっていない。

「え！　手もつないでないの？」

「ダメなの？」

「毎日一緒に帰ってるのに……そうなんだ」

「そういう彩香は本田くんとどうなのよ」

「え……私？　そりゃもう付き合って３ヶ月ですから？　キスくらいは」

　聞いておいてなんだが、こうもあっさり答えられるとは思わなかった。

「そ、そうなんだ」

「でもいいなあ。島村、やっぱり優やさしいし、弓構えてる時はめっちゃかっこいいよね！」

「そう……かな」

　少し前まではただ綺き麗れいだな、としか思わなかったが、今日の遥はかっこよく見えた。

　それは、私の気持ちに変化が起こったからかもしれない。

　付き合っていると言っても友達に毛が生えたくらいにしか思っていなかったから。

　初めて、遥のことをもっと知りたいと思った。

　好かれているという実感がほしくなった。

　遥が優しいというのなら、その優しさを自分だけに向けて欲しいと願った。

　私が遥に恋こいをしたこの瞬しゆん間かん、失しつ恋れんしていたとも知らずに──。




「あ、健斗くんの卵焼き、私のと交こう換かんしない？」

「え、彩香んとこの卵焼き甘いじゃん」

　最近、お昼は私と遥、それに彩香と本田くんの４人で一緒に中庭で食べている。

　これを提案してきたのは彩香だった。

　親友の彼氏同士も仲良くなれば、休みの日に一緒に遊びにも行けるからという理由だった。

　遥は当然断るものだと思っていたが、予想に反して快かい諾だくされた。

「俺のとでよければ」

「え？　いいの？　やった！　たまには違ちがう味の卵焼き食べたくなるんだよね」

　私は遥と彩香が卵焼きを交換している姿を見て衝しよう撃げきを受けた。

　本田くんも嫌いやなのではないか？　そう思って彼を見るも別段気にしている様子はない。私が考えすぎなのだろうか。

「島村って弓道めっちゃ上手うまいんだろ？　彩香がすげえ褒ほめてた」

　本田くんの言葉に遥は「別に。中学の頃ころからやってただけだから」と答えた。

「その腕うでで小お田だ垣がきのハートも射い貫ぬいたってか！」

「私は健斗くんにゴールを決められたってこと？」

　２人はそんな会話を恥はずかしげもなく楽しそうに交かわしている。

「いや……結花は俺のこと好きでも嫌きらいでもなかったよ」

　ドキリとした。

　今までそんな本心を遥に伝えたことはなかったからだ。見み抜ぬかれていたことに多少なりとも動どう揺ようしてしまう。

「そんなことは……」

　それに最初はそうだったとしても、今は──。

「でもいいよ。こうして今一緒にいられるから」

　そう言って遥は指を私へ伸のばしてきた。

　とっさに身構えてしまうと、その指は私の髪かみへ降りた。

「葉っぱ」

「あ、ああ……ありがとう」

　彩香と本田くんの前で何をされるわけでもないのに動揺してしまった自分が恥ずかしい。

　卵焼き──彩香と交換して欲しくなかった。




「なんかさ、島村って妙みような色気があるよね。今まで気づかなかったけど、好きな人と一緒にいるからかな」

　昼食の後、トイレでの会話だ。

「わかんないよ、そんなの」

　だとしたらうれしい。

　けれど、どうしても何かが引っかかる。何かが……。




　放課後。

　今日もいつも通りに遥と並んで駅までの道のりを歩く。

　そしていつも通りに遥が口を開くことはない。

「あのさ。本田くんと仲良くなれそう？」

「どうかな。俺とは正反対のタイプだし」

「彩香とは仲良くなれそうだね」と口から出そうになってあわてて飲みこんだ。

「仲良くなれたら４人でどこか遊びにいこうって彩香が言ってたよ」

「……ふうん」

「……嫌じゃ……ないの？」

　嫌だと言ってほしかった。

　私と２人でいたいと言ってほしかった。

　私がじっと見つめると、遥はその薄うすい唇くちびるを開いた。

「追いついた！」

　その瞬間、背後から走ってくる足音と彩香の声が響いた。

　振ふり向くと、満面の笑えみを浮うかべる彩香と手をつないだ本田くんの姿があった。

「一いつ緒しよに帰ろ！」

「うん……」

　遥を見ると、その視線は私ではなく彩香に向いていた。そのことに言いようのない不安がこみ上げる。

　そんなはずはないのに。

　だって、遥は私に付き合ってと言ってきたのだから。それは間ま違ちがいないのだから。

　すると、不意に指先を何かがかすめた。

　驚おどろいて見ると、遥の手が私の右手を握にぎろうとしているところだった。

「え……」

「嫌かな」

　私は首を左右に振るも「嫌じゃないけど恥ずかしいよ」とつぶやいた。

「おいおい、お前ら手つなぐの初めてとか言わないよな？」

　本田くんがからかうようにしてはやし立てる。

　恥ずかしいけれど、なんだか身体からだがふわふわと浮いてしまったような感覚がする。

　多分、私は遥と手をつなげてうれしいのだ。

「ラブラブだなあ！　ま、うちらもラブラブですけどねー」

　そう言って、彩香は本田くんとつないでいる手をブンブンと振ってみせた。

「よかったね」

　私は心からそう思った。

　そうだ。遥は私のことをちゃんと好きでいてくれている。消極的な性格の遥がこうして人前で手をつないでくれたのだから、もっと自信を持たなければ。

　それに……今はこんなにも遥のことが好きなのだと伝えなければならない。

　好きでも嫌いでもないのに付き合っているなんて誤解されたままは嫌だった。

　今度は私から告白をしよう。

　そう、決意をした。




　告白は大会当日にすることに決めた。

　もう付き合っているのだからこんなに緊きん張ちようすることもないのだろうが、なんとなく大会の成績がよければ、その勢いで言えてしまう気がしたからだ。

「おまえたちは毎日練習してきた。だからその練習の成果を見せればいい。変に緊張せず、心を落ち着かせて行ってこい」

　木村先生の言葉に部員たちの「はい！」という返事が控ひかえ室に響ひびく。

　だが、私の心はここにあらずであった。

「……ん？　島村と風見がいないな。どうした？」

　そう。学校に集合した時には確かに２人とも来ていたのに、今は姿が見えない。

　妙な胸むな騒さわぎがする。

「トイレかもしれません。私が見てきます」

「小田垣、おまえはいい。精神統一しておけ」

　木村先生は走って控え室を出て行ってしまった。

　そう言われても統一しろと言われた精神は乱れるばかりだ。

　それから５分後、木村先生と共に２人が戻もどってきた。

「……彩香、どうし……」

　かけ寄り彩香の顔を見ると、その目は赤く充じゆう血けつして、涙なみだに濡ぬれていた。

「……ごめ……私……ふられちゃった……」

「風見。今は気持ちを切り替かえろ」

　遥が凜りんとした声を出した。

「でも……島村にも嫌いやな思いを……」

「俺のことはいいから」

　一体何があったというのだ。

　事態が飲みこめず、ただぼんやりと２人を見つめていると「結花、ちょっといいか」と遥に言われた。

「……うん」

　木村先生へ彩香を託たくし、私は遥と一緒に廊ろう下かへと出た。

「競技前に悪い」

「ううん。一体何があったの？」

　試合開始まであと15分。

　私は少し遠くの壁かべにかかった時計をちらりと確かく認にんしてから遥を見た。

「……本田が勘かん違ちがいした」

「え？　何を？」

「風見は俺のことを好きなんじゃないかって……」

　そう言った遥の瞳ひとみが泳ぐ。

「なんでそうなるの。彩香はただ仲良くなろうとしただけで……」

「ああ、そうだ」

「ちゃんと本田くんに話せばわかってくれると思う。大会が終わったら皆みんなで本田くんのところへ──」

「結花」

　遥の視線が真っ直すぐに私を射い貫ぬいた。

「今まで噓うそをついてた。ごめん」

　今度は一体なんだというのだ。何な故ぜ、私は遥に謝られているのだろう。

「噓……？　何……？」

　遥は薄く唇を開く。

「俺は……風見が好きなんだ」

　頭が真っ白になった。何を言っているのだろう。

「親友の結花と付き合えば、風見に俺を見てもらえると思った」

　ああ、そうか。

　なぜ私は気づかなかったのだろう。

　遥は一度も私を好きだとは言ってない。

「付き合って」としか言われていない事実に足元がガラガラと崩くずれていくのを感じた。

「……最低」

　今思えば──遥が私に触ふれてきた時は……優やさしくしてくれた時は、いつだって傍そばに彩香がいた。

　彩香から注目されたくて遥がした行動を、私は彼に好かれていると勘違いして喜んでいたのだ。

　なんて──愚おろかなのだろう。本当にバカだ。

　私はガクガクと震ふるえる足で必死に立っていた。

「本当に最低なことした。ごめん……」

　頭を深く下げてくる遥に、鼻の奥にツンとした痛みを感じたが、絶対に泣くもんか、と唇くちびるをかみしめた。

「でも……よかったよ。好きになる前にわかって」

　遥なんて好きじゃない。

　好きなんかじゃない。

　そう頭の中で繰くり返す。

「結花……」

　きっと彼は気づいている。私が自分に恋こい心ごころを抱いだき始めていることに。

「遥が指し摘てきしたとおり、私は遥のこと好きでも嫌きらいでもないから。友達としては……好きだよ」

　今の私に言える精せい一いつ杯ぱいの言葉だった。

　最初から遥の矢は、私ではなく、彩香へと向けられていたのだ。

　それが、違い和わ感かんの理由であったことにようやく気づき、胸のつかえが取れたような気がした。

「二度と噓はつかないで」

「ああ……」

「今までだまされてたんだから、協力はしないよ？　けど……話くらいは聞いてもいい。〝友達〟として」

「結花……許されないことした……ごめん……ありがとう……」

　今度は私が彼に噓をつく。

　好き、という感情を押し殺す。

　言えば、あなたを困らせるだろうから。いつか許せるときまで。




　放つことのない弓からは、弦つる音おとは響かない──。







[image: アンニュイ・ガール　小谷杏子]




01：Gurejuグレージユ Gradationグラデーシヨン




　──失しつ恋れんは、苦いものだと思ったら大まちがいだ。




「ねぇ、聞いた？　古ふる見みくんと佐さ智ち子こちゃん、付き合ってるらしいよ」

「へぇ……マジか」

「マジマジ。もうほんとびっくり」

「だねぇ。クラス内恋れん愛あいってやつじゃん。すげぇ」

　いや、ほんとにそう思った。それなのに、なんだか段々とのどの奥がつっぱっていく。

　私は首を傾かしげた。すると、クラス内恋愛事情のタレコミをしてきた真ま紀きが怪け訝げんそうにこちらを見てくる。

「どーした」

「どーもしとらん。え、てか古見くんと佐智子ちゃん、ほんとに付き合ってんの？」

「急に食いついてくるなぁ……だって本人から聞いたもん」

「本人ってどっち」

「佐智子ちゃん」

（なるほどね）

　私は「ふーん」と声を出しながら、チラリと古見くんを見た。友達とバカみたいにはしゃいで大声で笑っている。仲がいい子たちとじゃれているその顔は無む邪じや気きな少年。アレと、美少女（クラスで一番だと思う）が付き合えるという事実には素す直なおに驚おどろいた。

（おめでとう、良かったね。はい、おしまい）

「あーあ、私もカレシ欲しいよー」

　真紀は椅い子すの背にもたれながら嘆なげいた。

（うーん。私にはそういう感覚がないからなぁ……なんとも、おも、わ、な、い……いや、おかしいな。なんで、ちょっと機き嫌げんが悪いんだろう、私は）

　真紀に気づかれないように、じっと古見くんを見た。男子同士で制服のズボンを脱ぬがし合っている。

（アホか。高２にもなって何をしているんだか……）

　でも、その様子は見ていて楽しい。逃のがれようとする古見くんの必死な形相は笑える。

「何笑ってんの、希望のぞみ」

「え？　いや、思い出し笑い」

「なんの？」

「朝読んでた小説」

　つい、ごまかしてしまった。真紀は「ふうん」とつまらなそうに頰ほお杖づえをつく。

　のんびりとした空気は無言。昼休み終しゆう了りようまであと十五分といったところか。

（……うーん、何をしよう。特になんにもすることがない）

　でも、真紀の手前、本を読むのはよしたほうがいいかもしれない。

　となれば、音楽を聴きくのもやめておこう。

（……することがないじゃないか）

　私も頰杖をついて、教室の中をぼんやりと眺ながめた。ふと、佐智子ちゃんの席を見てみる。

　席は私の斜ななめ左、三つ前。ちょっと遠い。

　でも、古見くんの席は、今は真紀が陣じん取どっている私の一個前。

　佐智子ちゃんと同じ苗みよう字じだけど、私の方が古見くんと席が近い。同じ「小お野の」なのに、どうしてこんなに差があるんだろう……。

（ん？　差ってなんだ）

「次、なんだっけ？」

「次は英語だね」

「英語か……」

　真紀は気だるそうに言った。私も昼過ぎの授業は気だるい。

（そう言えば「気だるい」って英語でなんて言うんだっけ……）

　そんなどうでもいいことが気になってしまい、私は古見くんの席から目をそらす理由をつくるように和英辞典を開く。

「あら……」

　ぱっと見た文字はそのまんま「dullダル」だった。




　　　　＊




（ダルい。本当に。無む性しように。面めん倒どうくさい）

「のぞみー、シャー芯しん貸してー」

　ノートを取るのも面倒くさいと思っていたら、古見くんが振ふり返ってくる。

「貸してって……返してくれんの？」

「いや、返さん。ちょうだい」

「はいはい」

（だったらそう言えよ、とまでは言わないでおこう。授業中だし）

　一本、細くてもろいシャープペンの芯をつまみ上げて古見くんの手に落とす。

「ん」

「さんきゅう」

「いーえー」

（はい、今日の会話は多分これで終了。もうめったなことでは振り返ってこないだろう。て言うか、私には振り返ってくれないんだろうなぁ）

　とか考えてしまっている。

（なんだ、私は古見くんが好きなのか……え、そうなの？　だから気だるいの？）

『古見くんと佐智子ちゃん、付き合ってるらしいよ』と数分前に真紀が言った言葉がよみがえってくる。はぁ……噓うそでしょ。

　思わず手の甲こうにあごを置いて顔をゆがませてみる。不機嫌な私ができあがる。

　これを、古見くんが見たらどう思うだろう。何かつっこんでくれるだろうか。

　冷やかしの言葉でもいいからくれないかな。

（あぁ、でも、そうか。こいつは私には振り向かない）

　振り向かない、振り向かない、失なくした恋こいはグレージュグラデーション……。

　というのは、よく聴くロックバンド・BREEZEブリーズ GIRLガールの「Gurejuグレージユ Gradationグラデーシヨン」って曲。

　じわじわと自覚していく恋心と失恋を歌ったやつ。

　まさかこんなところで思い出すとは。この曲、好きだったのに。嫌きらいになりそうじゃないか。

（なるほどね……これが恋、というやつですね。いやでもさ、私は別に古見くんと付き合いたいとかいう願望はない）

　ようやく自覚しても、佐智子ちゃんの座をうばって彼と手をつないでデートしたい、なんて微み塵じんも思わない。

（……じゃあ、やっぱり失恋じゃないじゃん）

　ただ、古見くんが授業中に話しかけてくるのを鬱うつ陶とうしく扱あつかってみたり、「のぞみ」と下の名前で呼ぶから顔をしかめてみたり、罵ば声せいを飛ばしたり……。

（あれ？　私はこいつが嫌いなんじゃないか。むしろ、嫌いなんじゃないか）

　だって、古見くんはどうしようもなく変態だし、デリカシーないし、スカートめくろうとするし。

　現に、他ほかの女子のスカートをめくっていた現場を目もく撃げきしている。

（完全に女子の敵じゃん。一部では女子から嫌われているというウワサもある……よ？）

「………？」

　なんで疑問形。なんで自分にきいてるんだ。

　私は頭を抱かかえた。まったく授業に集中できない。こんなことは今までになかった。

　別に古見くんが私の前の席だからと言って喜んでなんかないし、シャー芯は減るし、休み時間にヘッドホンつけてたら「何聴いてんの？」って訊きいてくるからウザいし、雨に濡ぬれて学校へ来たら「勇者だね」とからかってきたし……。

（一年生のときだったか、それは）

　カサを忘れて家を出て、学校の最も寄より駅に着けば土ど砂しや降ぶりになっていて。

　でも遅ち刻こくしたくないから走って学校まで行って。

　夏服だったからまだ被ひ害がいは少なかったものの、ずぶ濡れになってシャツの下のキャミソールが透すけてしまって、でもまぁいいかと気にせず教室に入ってタオルで頭を拭ふいていたら古見くんが声をかけてきた。多分、それがきちんと話をした最初。

「小野さん、ずぶ濡れじゃん」

　軽々しい口調で、何の緊きん張ちようもなくそう言ってきた。このときはまだ私は「小野さん」だった。

「カサ忘れたから」と素っ気なく返したら、彼は冷やかすように笑ってきた。

「マジか、それでよく雨の中来ようと思ったな。勇者だね」

　勇者ってなんだ。そんなツッコミはできず、私は黙だまり込むだけ。

　初めてしゃべった内容をこんなにも鮮せん明めいに覚えているとは。

（まぁ、一年前のことだけども。しょうがない）

　私はもう観念して頭を振った。

「はぁ……」

　私は、知らない間に古見くんを好きになっていた、らしい。

　まったく煩わずらわしいものだ。恋というのは。




　真紀は部活があるから放課後はいつも一人。ちなみに、真紀と佐智子ちゃんはバレー部とバスケ部のマネージャーだから部活時にはよく話をするらしい。それで聞いたんだろうな、と推測しておく。

　でも、帰宅部の古見くんと部活をしてる佐智子ちゃんじゃあまりにも接点がなさすぎるのでは。クラスが同じってだけで。どういう馴なれ初そめなのか、ぜひ聞きたいところだ。

　それなのに、そういう日に限ってあいつはバス停にいない。私は帰り道にあるバス停で、ぼーっとつっ立っているのに、今日に限ってあいつの姿はない。

　別に一いつ緒しよに帰りたい、とかそういう気持ちはなくて。

（まぁ出くわしたらいいなくらいにしか思って、な、い……うーん……）

　先に教室を出たはずなのに、いないということは友達と寄り道しているんだろう。

　どこか違ちがう道を通っているんだろう。

　私は誰だれもいない道を歩きながら、カバンの中にしまっていた黒のヘッドホンを取り出した。

　頭にかぶせるように装着。柔やわらかなスピーカーから、ちょうど「Gureju Gradation」の灰色めいたメロディが流れてくる。

（変えよう。今日は聴きく気分じゃない。明るめの曲がいい。「ミズイロ炭たん酸さん水すい」とか「Popポツプ Showerシヤワー」……）

　曲名を思い浮うかべながら音楽プレイヤーのボタンを連打していく。

　でも、そういう時に限って流れる曲は切なめのものばかり。

（もういい）

　親指がつりそうだ。

　そうして流れる曲は、静かなアコースティックギター。弾ひき語りのナンバーだった。

「アンニュイ・ガール……」

　まったく、私の気持ちを代弁するかのような曲名だ。

「Gureju Gradation」もそうだけど、こっちはまだロック調だからテンポがいいのに。しかも、調べたら「Ennuiアンニユイ」ってフランス語だし。どっちかといえば今の私は「dull」だし。いや、どっちも意味はほぼ同じなんだけどさ。

　まさか、クラス内にカップルができるとは思わなかった。

　ていうか、私はあんまりそういうのを気にしたことがなかった。

　真紀はよくカレシが欲しいと言ってるけど、本気ならがっついてがんばればいい話。

　ああやってただぼーっとしてるだけでカレシができるわけないし。

　私は別に、カレシなんてほしくない。面めん倒どうくさい。ダルい。

　だって、付き合うってことはカレシとデートしなくちゃいけないし、気分が乗らなくても会って話をしなくちゃいけないし、電話とかメールとか欠かさずしなくちゃいけないし、いろんなことを共有しなくちゃいけないんだろう。

（佐智子ちゃんってば、そんなことを平気でやるんだろうな。すごいわ、尊敬する）

　好きな時に本が読めて、好きな時に音楽を聴いていられるほうがよっぽどいいじゃないか。

「何読んでるの？」とか「何聴いてるの？」とか「何してるの？」とかいちいちきかれて答えるのは本当に面倒くさい。そう、面倒だ。

「……自問自答を繰くり返して、頭ん中うるさくって、それでもそれでも止まらないから、はぁっとため息こぼしちゃって──」

　耳に流れてくるボーカルの静かな声に合わせて口ずさむ。

　そのフレーズがなぜだか心にずしんと音を立てて落ちてきた。

「はぁ……」

　失しつ恋れんは、苦いものだと思ったら大まちがいだ。まったく味なんてなくて、ただの無味。

　そして、重たくて痛い。すり傷みたいな、地味にじわじわくる痛みだった。




02：Popポツプ Showerシヤワー




　──痛み、というのはいつの間にか癒いえているものだ。実はそこまでオオゴトじゃないらしい。




「ねぇ、そう言えばさ……古見くんと佐智子ちゃん、別れたらしいよ」

「へぇ……マジか」

「マジマジ。もうほんとびっくり」

「だねぇ。クラス同じなのに気まずくない？」

「ほんとだよー……気まずいわー」

　真紀はのけ反って残念そうに言った。

　高３の梅雨つゆ。ちょうど一年前に聞いたものとは真逆の話が私と真紀の間を静かに流れていった。

　物語の冒ぼう頭とうは希望に満ちあふれているのに、結末は苦味１００％の鈍にび色いろジュースだった。

　気の抜ぬけたサイダーみたいな、拍ひよう子し抜ぬけというか。

　ただ、これについては私もなんだか気まずい。全然関係ないのに。

　今はもう、古見くんと席は近くない。

　クラス替がえはないけど席替えは毎月ある。私の一個前は今は佐智子ちゃんだ。

（うわ、気まずいな。なんか、破局を迎むかえた片方が近くにいるって重たいわ）

　いや、なんで私が気まずく思わなくちゃいけないんだ。

「ちなみに、どっちがふったの？」

　なんか、きいてはいけないような気がするけど気になる。真紀は渋しぶい顔つきでゆっくりと言った。

「佐智子ちゃんらしいよ」

「うわぁー……」

　言葉とは裏腹に、内心は少しだけ気が軽くなった。

　古見くんがふっていたら、なんかよく分からない空気の重さにのまれそうだったから。あいつがふられたんならいいや。

「まぁ、古見くんってあんなだしね……いつになったら落ち着くんだろ」

　真紀があきれた声で言った。

　古見くんは失恋したことを微み塵じんも感じさせないほど、今日も絶好調に女子へのセクハラを行っている。

　標的にする女子は決まっていて、じゃれても許される範はん囲いの女子にしかしない。その中に私も含ふくまれているのが腹立たしいけど。

「あんなだからふられたんでしょ」

「だねぇ……てか、佐智子ちゃんって趣しゆ味み悪いって思ってたよね、私」

　そうやって真紀は辛しん辣らつに笑った。私も「あはは」と引きつった顔で笑っておく。

（趣味悪い、か……そうだよね、普ふ通つうは。なんであんなセクハラ魔ま神じんみたいな男に惚ほれるんだよ。意味わかんない）

　私の気持ちも意味わかんない。ただ、ちょっと浮うわついているのは自覚している。

（他人の不幸を喜ぶとか、ないわー……）

　でも、それが私の本音なんだろう。嫌いやなヤツだ。

「次、なんだっけ？」

「次は体育です」

　すぐさま答えてあげると、真紀は「あぁ、そうだった」と、陣じん取どっていた佐智子ちゃんの椅い子すから降りた。

「着き替がえに行こっか」

「うん」

　体操服を抱かかえて、私と真紀は更こう衣い室へ行こうと教室を出る。

　その時、教きよう卓たくで遊んでいた古見くんとすれ違ちがった。

「あ、のぞみー」

「何？」

「抱だきつかせて～」

「くたばれ」

　顔をしかめて言い放つと、古見くんは「まーっ！　ひどい！」と驚きよう愕がくの声を投げてくる。いつものパターン。私は手をヒラヒラ振ふって「バーカ」と笑いながら返しておいた。

「あーあ……希望も気の毒だよね、毎日」

　廊ろう下かに出ると真紀がため息交じりに言う。

　私もため息交じりに返してみる。でも、真紀のように露ろ骨こつに嫌そうな表情はつくれなかった。

　ああやってバカなことを言い合うのが、ちょっと楽しかったりするのは内ない緒しよだ。私だけが知っていればいいこと。

　ささやかな楽しみとしていることを、真紀にも佐智子ちゃんにも古見くんにも知られたくはなかった。

　あいつの発言は最低だけど、話しかけられることは嫌じゃない。

（そう、嫌じゃない）

　実は内心、浮うかれている。自覚してしまえばもう楽なもので、ただあいつは佐智子ちゃんのものだからと一本線は引いておいて、それを越こえない程度になら触ふれ合ってもいいと思えるようになっていた。

　しかも、こんな風に古見くんを思えても、やはり私はあいつと手をつないでデートをしたいとは微塵も思わないのだ。

　毎日、今日は話しかけられるかなとか、目が合うかなとか、帰り道はかぶったりするかなとか。些さ細さいなことを楽しみにしてしまっている。

　それに、これは絶対に実らないものだと端はなっからあきらめているから。

　卒業したら、結局は一緒にいられないんだし。卒業まで毎日を楽しんだほうがいいと考えを改めた。

　子ども、なんだろうか。そうやって考えてしまうのは。

　私は、古見くんとそういう関係になりたくはない、と言い張っているだけじゃないか。

（いや、でも想像ができないし……というか、古見くんじゃないにしても恋こい人びと関係を結ぶのがいまいち恥はずかしいというか）

「あっ」

　途と端たんに真紀が声を上げる。

　視線の先では、佐智子ちゃんが友達と楽しげに話をしていた。

　本当に何事もないような素そ振ぶりで。

「ねぇ、なんで古見と別れたの？」

　友達の方は堂々と事を大げさにしているけど。

　佐智子ちゃんは困ったように「うーん」と考えあぐねる。

「まぁ、今年受験だし。遊べなくなりそうだしね。それに、凌りよう平へいは県外の大学に行くんだって。遠えん距きよ離りとか無理だもん」

　佐智子ちゃんは少し、悲しそうに言った。

　思わぬところで盗ぬすみ聞きしてしまった私と真紀は、顔を見合わせてうなる。

　佐智子ちゃんは私たちには気づかずに、更衣室へ入っていった。

「まーね……遠距離はきついか」

　真紀も乾かわいた笑いを浮かべながら更衣室へ入っていく。

（なんと、佐智子ちゃんも私と同じ決断をしていたとは）

　しかも、ちょっと切なげな横顔が私と同い年とは思えないほど大人びていた。

（あぁ、やっぱり私はまだ子供なんだろうな……）

「あれ？　のぞみ」

　背後から声がする。振り向かずともわかった。古見くんだ。

「何？　着替えないの？」

　間の抜けた顔でこちらを見ている。すでに体操服姿で。

「今から着替えるし。のぞくなよ」

「さすがにそこまでしねーわ」

「お前なら絶対やるでしょ。そんなだから……」

　軽口が出てこない。ぐっと、のどの奥で止まってしまう。

　古見くんは特に気にせず、ヘラヘラとしたままで「はよ着替えてこいよー」と私の横を通り過ぎていった。

　私は何を言おうとしたんだろう。そんなだから、彼女に振られるんだよ、とか？

（はぁ……何がしたいんだ、私は）

　気持ちの起き伏ふくが激しくて気分が悪くなる。

　古見くんは、体育委員だから体育の時間は早めにグラウンドに出る。だから「はよ着替えろ」と言っただけ。

（勘かん違ちがいするな）

　あいつは役割をこなしているだけだ。

　高１の夏休み明けに、あいつだけは真っ先に私のことを「のぞみ」と呼んだ。なんで下の名前なの、ときけばあいつは、

「だって、小野が二人もいるんだからしょうがないだろ。だから、今日から『のぞみ』って呼ぶ」

　そんなことをなんの緊きん張ちようもなく平然と言った。

（だから、特別なんかじゃない）

　偶ぐう然ぜん、クラスに「小野」が二人いるからだ。

（勘違いするな）

　紛まぎらわしいからそうしただけ。

「希望ちゃんってとっつきにくくない？」と佐智子ちゃんに言われたとき、古見くんは「のぞみはツンデレだからな」とさも分かったような口ぶりで言い放った。私の近くで。

　そう言われて私は「はぁ？」と嫌いやがるような反応をしたけど、内心は驚おどろいていた。どきり、とした。

（……あぁ、もう、だから勘違いするなって）

　体育の時間とか昼休みとかに、変態発言を私にふっかけてくるのは私の反応を面おも白しろがっているだけだ。私が暴言を吐はくと、毎回毎回打ちのめされたように「ひどい！」と抗こう議ぎしてくるのはそういう決まりのようなもので。一連の流れだから。

（勘違いするな）

　シャープペンの芯しんがよく減ってしまうのも、ふざけて蹴け飛とばしたり殴なぐったりするのも、たまに帰りのバス停で「のぞみー」と手を振られるのも、別に私が特別だからなんかじゃない。

　私は、あいつのことなんか好きじゃない。

　あいつも、私のことなんか好きじゃない。

　ただのクラスメイトだから。

（勘違いするな）

　炭酸水の透とう明めいにポコポコと泡あわ立だつ気き泡ほうみたいな、淡あわい期待を一つ一つつぶしていく。

（いつかは、終わらないといけないんだから）

　そんなことを考えていると、途端に刻一刻と終わりの時間が迫せまっているのを実感してしまう。

　終わりに近づいていく。この日々が、終わる。

（ゆるやかで気だるい時間が、もう残り……）

「もう、希望！　何してんの。早く着き替がえないと！」

　すっかり着替え終わった真紀が私の手を引っ張って更こう衣い室に連れこむ。

　私はのろのろとシャツのボタンをはずした。

　胸むな元もとを見つめながら、ぼんやりとあの一年前の痛みを思い出す。

　でも、痛みというのはいつの間にか癒いえているものだ。

　実はそこまでオオゴトじゃない。だから、これも一時的なものだと思う。




epilogueエピローグ：Ennuiアンニユイ Girlガール




　古見凌平、という名前を見つけて私の指はスマートフォンから少し離はなれた。

　懐なつかしい名前だと、本当に思った。と言っても、七年前……。

（結構経たっているな）

　ＳＮＳのアカウント名が本名だから、本人なんだろうとすぐに思ったけど別人の可能性だってある。

　親指で軽く押してみると、彼のアカウントページが出てきた。

（あぁ、本人だ）

　少し瘦やせたけど、底そこ抜ぬけに明るい笑え顔がおはやっぱり古見くんだ。

　元気でやってるのかなぁと画面をスライドさせていると、彼の近きん況きよう報告が文字となって並んでいた。




『結けつ婚こんしました』




（そうか、幸せになったんだなぁ。おめでとう、良かったね）

　ちょっと爪つま弾びくような痛みはあったけどそれきり。

　片方の耳に押し込んでいたイヤホンからは「アンニュイ・ガール」の切なげなギターが流れているけれど……。

「ごめん、希望。待った？」

　後ろから声がかかれば、私はすぐさま振ふり返る。

　古見くんと同じように、愛いとしい人が今はそばにいるから。全然痛くなんかない。
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　晩夏の日差しがジャージ越ごしにわたしの背中をツンツンと焼く。

　じっとしていたら肌はだが赤く焼けてしまうのはわかっていた。だけどわたしはそこから動けない。

　彼のまつげが涙なみだで濡ぬれていた。

　それだけでもすごく、すごく、特別なことだ。

　──泣いてる。

　わたしたちはパチンと視線がぶつかったまま動けなかった。

　──どうしよう。

　男子が泣いているというだけでも特別なことなのに、よりによって彼はわたしの好きな人だった。

「槇まき、口かたい？」

　眉まゆをハの字にした困り顔で時とき田たくんが聞いた。

　わたしは時田くんの信しん頼らいを失いたくないと、必死に頷うなずく。きっと、泣いていたことを誰だれにも言わないでほしいと言うのだろう。そう思っていた。

　それなのに時田くんはわたしが頷くと、くしゃりと破顔して言う。

「ぶっちゃけていい？　俺、失恋した──」

　今度こそわたしは息をのんだまま動けなくなった。




　　　　＊




　わたしの恋こいの始まりは、高校の入学式までさかのぼる。

　体育館での式典後、教室に戻もどるとまず先生が自己紹しよう介かいをした。若い男の先生は去年も一年生の担任だったというだけあって、慣れた様子で緊きん張ちようしているわたしたちの笑いを取っていく。

　それから生徒たちの番となり、廊ろう下か側の一番前から順に名前や出身中学、趣しゆ味みなんかを紹介した。笑いがあったり、あっさりと終わったりを繰くり返していた八人目。ガタガタと音を立てて立ち上がった男子の笑顔に、わたしは一いつ瞬しゆんで魅み入いられた。

「時田瞬しゆん、西にし中出身です。高校でもバスケ部に入ろうと思ってます。よろしくお願いします」

　型どおりのなんてことない自己紹介だった。だけど、わたしはその一挙手一投足から目が離せない。そして空くう洞どうになったみたいに胸がすかすかした。次々と自己紹介が始まっても、噓うそみたいにわたしの身体からだは固まってしまっていた。

「本ほん田だあかりです……」

　前の子の自己紹介が始まってようやく自分にも自己紹介が回ってくることを思い出した。交代で立ち上がった時、時田くんとぱちんと目が合った。

　わたしがずっと見つめていたうえに、時田くんが自己紹介する人にちゃんと視線を向けていたからだ。

　一瞬でパニックになったわたしは、自己紹介でなにを言ったかまるで覚えていない。

　わかったのはただひとつ。

　わたしは時田くんにひと目め惚ぼれしてしまったってこと。




　　　　＊




　でもそれはわたしに限ったことじゃなかったらしい。入学式後のＨＲが終わってクラスがほどけると、友達と集まって話す女子の輪のあちこちで「時田くん」という名前が囁ささやかれた。

　そう。時田くんは誰の目から見ても本当に、ほんとーにかっこよかった。バスケをやっているからかはわからないけど、周りよりぽこんと頭ひとつ分くらい背が高い。みんな目め敏ざとくて笑うとできる頰ほおの線がかわいいことも気づいていた。

　それから時田くんと同中だった子たちが、「性格もいいよ」とか「チャラくないし」とか教えてくれて、うれしいのにちょっと嫌いやだなって気持ちもわく。

「か、彼女は？」

　誰かが思い切った質問をぶつける。たくさんの女子が息をのんだのがわかった。

「いないよ。一年の時にちょっと付き合ってたとかって聞いたけど、ほんとかどうかわかんなかったよね。すぐ別れたとか、そもそも付き合ってなかったとか言ってて」

「うん、うん」

　とにかく今は彼女がいないらしい。そのことに一喜一いち憂ゆうしてしまうくらいにはもう、たくさんの女子が時田くんに夢中になっていた。

　他ほかのクラスになった友達からも時田くんのことを聞かれたし、入学三日目で告られたという噂うわさもあっという間に広まった。とにかく女子が集まると時田くんの話が始まる。そんな感じだった。

　当の時田くんはというと、ほとんど同じバスケ部の男子たちと行動していて、噂通り彼女らしき人の影かげは見えない。だから告白の噂は後を絶たなかったけれど、そのどれもが実らなかったってことはわかった。

　学年一かわいい子が告白しても玉ぎよく砕さいしたとき、誰かが言った。

「時田くん、もしかして好きな子いるのかな？」

　それはおっきな、おっきな爆ばく弾だんとなったのか、しばらくの間誰かが時田くんに告白したって噂は聞こえてこなかった。




　　　　＊




　バレンタインは壮そう観かんだった。休み時間のうちに時田くんのロッカーはもらったチョコレートでパンパンになっていた。それなのに、放課後までチョコを渡わたせなかった女子たちがバスケ部のいる体育館の周りで練習が終わるのを待ちかまえていた。

　わたしも友達のマナと一いつ緒しよに渡り廊下の隅すみで震ふるえながら体育館の様子をうかがう。マナの手には小さな箱に入った、時田くんじゃない男子宛あてのチョコが握にぎられている。

　けれど、わたしの手にはなにもない。チョコを用意するほどの勇気がなかったからだ。

　いつもならあと三十分くらいで練習が終わる頃ころ。現れたのは二年のマネージャー、アオイさんだった。アオイさんというのは三人いるマネージャーの中でも一番のしっかり者なうえ、文句のつけようのない美人だ。普ふ段だんからあまり笑え顔がおを見せないせいで、大きな眸ひとみが威い圧あつ的に見えて少し怖こわい。

　そのアオイさんが体育館の周りにいる女子たちに声をかける。

「悪いんだけど、練習終わりで部員にチョコレートを渡すのはあきらめて。理由はミーティングと片づけが終わったら下校時間ギリギリになるからです。ペナルティ受けて練習できなくなったら本当に困るの。チョコレートは、預けてくれたら責任を持ってわたしが渡します」

　きっぱりと宣言する声が響ひびく。

　下校時間を守らないとその部はペナルティとして三日間活動できない決まりがある。試合前の追いこみという正当な理由があってもペナルティは軽減されない。それがチョコをもらっていたせいでとなれば、確実にペナルティを受けてしまう。

　それは十分わかったけれど、誰もが「でも……」と、未練からか動けずにいる。気温は零れい度どに近いのに、みんな直接渡したくてずっと待っていたのだ。

「お願いします」

　アオイさんが頭を下げた。

　壁かべ一枚隔へだてた向こうからは、バスケ部員たちが一生懸けん命めい練習をしている様子が聞こえてくる。そこで必死にボールを追っている時田くんを思い浮うかべたら、アオイさんの言っていることが正しいってわかった。

　近くにいた子からチョコ入りの紙かみ袋ぶくろを預け始める。わたしはチョコを預け終えたマナを待って体育館から離はなれた。

「あーあ。直接渡したかったのに」

「けど、迷めい惑わくかけるのは嫌だもんね」

「うん」

　ひと言愚ぐ痴ちをこぼしたマナだったけど、どうするのがベストだったかは理解していて、雰ふん囲い気きは明るい。

「帰ろっか」と歩き出せば寒さから鼻の奥がツンと痛んだ。

　マナはすごいって思う。わたしは失しつ恋れんすることが怖い。失恋するくらいならこっそり好きでいるほうがいい。

　告白さえしなければ、この恋は終わらないのだから。




　　　　＊




　体育の授業で使う用具を出しておくよう言われ、わたしは用具倉庫に向かっていた。

　日直って面めん倒どうくさい。今日は数学の授業の後のノート運びも頼たのまれて、大おお忙いそがしだ。

　九月になったとはいえ、日差しが強くてほんの数秒立っているだけで肌はだが焼かれそうになる。日ひ陰かげを渡るようにして歩いていると、用具倉庫の向こうに人の気配を感じる。

　なんとなく足を止めると、その人がすすり泣いているのがわかった。

　鼻をすする音と、「あー」と、うなるような声がする。その声を聞いたわたしの胸は反射的に跳はねた。

　──まさか、だよね。

　その声は時田くんの声によく似ている。時田くんのはずがないと思いつつも、もしそうだったらと思ったら我が慢まんできなかった。

　そっと建物の陰から顔をのぞかせると、倉庫横の出っ張りに腰こしを下ろしていた時田くんと目が合った。

「──あ」

　こっそりとのぞいたつもりがばっちりと視線が合ってしまった。

「ご、ごめんなさい」

「あー……やば。見られちゃった」

　時田くんは手の甲こうでぐいっと目元をぬぐった。見てはいけないものを見てしまったとあわてているわたしに、時田くんは照れ笑いを見せる。

「俺、目赤い？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ……」

　二年続けて同じクラスだったから、これまでもちょっとした用事なんかで話をしたことはある。けれど、こんな風にふたりきりって状じよう況きようは初めてで、声が上ずってしまった。

「あーもう、泣くなんて自分でも想定外」

　時田くんは次の時間は体育だというのに、まだ制服姿だった。長い足にひじを乗せ、時田くんは一度顔をうつむけてからわたしを見上げる。

「槇、口かたい？」

　眉まゆをハの字にした困り顔で時田くんが聞いた。頷うなずくわたしに、時田くんはくしゃりと破顔して言う。

「ぶっちゃけていい？　俺、失恋した」

　──え？

　涙なみだの理由は気になったけれど、わたしから聞くなんてできないと思ってた。そんな心の深いところを聞けるほどわたしは時田くんと親しくもない。

　好こう奇き心しんで聞いていると思われたくなくて黙だまっていたのに、時田くんはあっさりとそれを告げた。

　──しかも失恋って…………

「時田くんがふられるとかあるの……？」

「なにそれ。俺ならふられないとかないし」

「だって、すごいモテるし」

　時田くんの人気は同学年に止とどまらない。先せん輩ぱいからだって一年生の子たちからだって人気がある。もし時田くんを好きじゃなくても、時田くんに告白されて断るなんて考えられない。

「そんなの意味ない……ってか、意味なかった」

「そ、っか」

「バスケ部の人だから部内の友達にも言えないしさ」

「……そう」

　この学校に、時田くんのことをあっさりふっちゃった女子がいる。

　無む理り矢や理りに表情を作ってみるけれど、胸が痛い。痛くて、痛くて、声が震ふるえそうになるのを堪こらえるだけで必死だった。

　バスケ部の人というのが女子バスケの子なのか、男バスのマネージャーのことなのかはわからない。けれど、誰だれにも言えないまま想おもい、誰にも言えないまま告白したのだとすれば、時田くんにはそれだけ強い気持ちがあったということだ。

　時田くんには大好きな子がいる。泣きたいくらい好きな子がいる。

　それが今さらながら心に沁しみてきた。

　──あれ？　わたし、今失恋してる……？

「ダメなのはわかってたんだけどな……やっぱり現実になるとツライ」

「うん……」

「槇？」

　時田くんはわたしの声ににじんだ涙を聞き逃のがさなかった。時田くんに背を向けて、あわててジャージの袖そでで頰ほおをぬぐったけどダメだった。

「なんで槇まで泣くんだよ！」

　くしゃりと髪かみの毛が乱される。かけ寄ってくれた時田くんのおっきな手が頭に乗って、気まずさを隠かくすように二、三度なでた。

「ふっ、う……」

　そんなことされたらどうしようもなかった。堪えようと思っていた涙が遠えん慮りよなしにあふれ出して止まらない。しゃくりあげるわたしが泣き止やむのを、時田くんはじっと待ってくれた。

「ごめんなさい」

　ようやく涙が落ち着いたところで謝ると、時田くんは苦笑いを返してきた。

「槇がそんな感受性強いと思わなかった。俺のことで泣いてくれるとか」

　そうじゃない。時田くんのために泣いたんじゃなくて、自分のことで泣いたんだよ。

　だけどそれは言えない。

「あ、やばい。予よ鈴れい」

「うん」

　男子の体育は体育館だ。時田くんはわたしの顔をのぞきこむ。

「ちょっと目が赤いかも」

　心配して言ってくれてるのはわかるけど、そんな風にされたらまた泣けてくる。

「ありがとう。間に合わなくなるから……」

　行っていいよと言うと、「じゃ」と言って時田くんは走っていった。

　──どうしよう。

　こんなになっちゃうくらいわたし、時田くんのこと好きだった。

　それなのに告白するより早く失しつ恋れんしてしまうなんて。

　痛くて痛くてたまらない胸の上をトンと拳こぶしで叩たたいてみる。だけど何回そうしてみても痛みは全然和やわらいでくれなかった。




　　　　＊




　アイスクリームショップの二階は六割くらいの席が埋うまっていて、その中には同じ高校の制服を着た子もいる。

　いまわたしは、信じられないことに時田くんと向き合ってアイスを食べている。ほかは誰も誘さそってなくて、正真正しよう銘めい時田くんとふたりだけだ。

　なんでもないみたいな顔をしているけど、ほんとは心臓がばっくばくだった。普ふ段だんはトリプルだっていけちゃうのに、シングルにしてもらったアイスすらなかなか食べ進まない。

　時田くんはチョコミン党を豪ごう語ごし、チョコミントとチョコミントの間にストロベリーチーズケーキというセレクト。

　なんでこんな状況になっているかというと、今日はミーティングだけで練習がないという時田くんが、この間泣かせたお詫わびって誘ってくれたからだ。

　時田くんのために泣いたんじゃないけど、ズルいわたしはそれを言い出せないまま誘いに頷いた。

「時田くん、話聞いてほしかったり……する？」

　向かいの席でそわそわと落ち着かないのは、緊きん張ちようしてるからじゃない。そんなことはよくわかってる。

　──だとしたら……

「嫌いや？」

「いいよ……だって誰にも言えないんでしょ？」

「うん。けどまた泣かせたら悪いからどうしようかなって」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。この間は時田くんが泣いてたからつられただけ」

　時田くんのせいだよと言うと、時田くんはぱっと頰を赤くした。しまったって思ったけれど遅おそい。

「ちがうの！　時田くんがそこまでその人のこと好きだったんだなって思ったし、なんかちょっと……うらやましくもあった、かも」

「槇は好きなやついないの？」

「え……」

　突とつ然ぜんの切り返しにわたしはフリーズしてしまった。

　時田くんだよ、とは冗じよう談だんでも言えない。言えるはずがない。

「って、俺に言えるわけないか。ごめん」

「う、ううん」

　言えない理由は恥はずかしがっているせいだと思われたみたいだ。わたしはその勘かん違ちがいにほっとする。

「ほんと、いい？　話しても」

「うん。アイスもごちそうになったし」

「サンキュ」

　時田くんがはにかんで笑う。頰に線ができて凜り々りしい顔立ちが幼くなる。その笑え顔がおが一番好きだ。

　ストロベリーチーズケーキを数回スプーンで突つついた時田くんは、ぼそりとつぶやく。

「初はつ恋こいだったんだ」

「へ、へえ……」

「バスケ部に入ってまだ二か月とかそういう頃ころ、練習中に足ひねって……。けど、一年の実力チェックみたいな試合形式の練習中で、絶対いいとこ見せたいって思ったから抜ぬけたくなかった。顔に出さなきゃばれないと思ったんだ。そしたら『捻ねん挫ざを甘く見ないで！　すぐ言うこと！』って怒おこられてさ……マネージャーには俺の気持ちわかんないでしょって反発したんだ、俺」

　うん、うん、って頷うなずいて聞くけど、時田くんのひと言ひと言が小さな針になってわたしの胸につき刺ささる。アイスをすくうふりでうつむかないと強こわばる顔を見られてしまいそうだ。

「そしたら『チャンスなんて何度でも巡めぐってくるんだよ。けど、身体からだは一度壊こわれたら絶対同じにはなんないんだから』って。実体験だよって言われたら何も言えなくなってさ……それから親身に怪け我がの具合心配されてるうちに……なんだけど」

　バスケ部にはマネージャーが三人いる。だけどその話を聞いてわたしの頭に浮うかんできたのはアオイさんの顔だった。

「単純すぎって思った？」

「思わないよ、そんな……優やさしくされたら誰だれでも特別に思うようになるよ」

「だよな！　女の人にがっつり怒られるのとか初めてだったし、けど怪我の心配してくれるの優しいし……でも、そういうんじゃないんだって」

「え……？」

　そういうんじゃない、の意味がわからなくて聞き返すと、時田くんは眉まゆを下げて苦笑いする。

「俺のことが特別だからじゃなくて、『わたしは誰にでもそうするし、そう言う。誰にも怪我で後こう悔かいして欲しくないから』って。練習試合で他校の部員の世話やいてるのも見たし、本当なんだと思う。だから勝手に俺が勘違いして好きになっただけだったってこと」

「勘違い……じゃないよ。時田くんはその人が好意的だったから好きになったわけじゃなくて、その人のそういう人ひと柄がらを好きになったんでしょ？　だから勘違いじゃない」

　厳しくて、優しい。そんな人だから好きになったんだ。

　わたしだったら相手に嫌きらわれるかもしれない言葉なんて言えない。怪我の心配はしても、無む茶ちやしないように𠮟しかるなんてできそうにない。

　見てるだけで満足なんて、動き出せずにいたわたしには時田くんの片思いの相手をうらやむ資格すらないのだ。

「槇、優しすぎ」

　けど、ちょっと救われたって時田くんが言う。

「ほんとは彼氏みたいな人がいるの、知ってたんだ。部活ある間は、って距きよ離り置いてるみたいだけど、両りよう想おもいみたいな。けど、告っちゃった」

「……うん」

　そうせざるを得ないくらい好きで、あきらめていたのに実際に失しつ恋れんすると泣いた。時田くんの好きの気持ちが大きすぎて、まっすぐすぎて、それ以上言葉が出てこない。

　それからは無言のまま残ったアイスを食べた。

　甘い甘いアイスクリームなのに、胸がつまっているせいかほとんど味がわからない。

　わたしは失恋した。誰にも届けないまま静かに、失恋をした。




　　　　＊




　お正月明けの休日。わたしはマナとふたりで市の体育館にいた。天てん井じようの高い体育館は暖だん房ぼうがきいていなくてものすごく寒い。こんな場所で震ふるえているのは、時田くんの出る試合を応おう援えんするためだった。

　観客席には同じ高校の制服を着た男女がたくさんいる。その中でわたしはある人を見つけた。

　長かった髪かみが切りそろえられていて、肩かたの上で揺ゆれている。三年生は受験の追いこみ時期のはずなのに、ウインターカップの地区予選初日、応援席にアオイさんがいた。長いまつげが際きわ立だつ横顔は、あいかわらず綺き麗れいでみとれてしまった。

　──時田くんも気づいたかな？

　初戦を無事突とつ破ぱした時田くんに、『おめでとう』のメッセージは送れたけれど、そのことは聞けなかった。




「おはよ」

「あ、おはよう」

　翌朝。珍めずらしく靴くつ箱ばこで時田くんと一いつ緒しよになる。隣となりの列に靴をしまう時田くんを見て、突然感傷的な気持ちになった。

　三年生ではきっとクラスが分かれるだろう。二年間一緒だったってだけですごい奇き跡せき的なことなのだ。

「ちょっと……いい？」

　ＨＲが始まるまでまだ時間があるのを確かく認にんして時田くんを中なか廊ろう下かに誘さそい出す。こちらから行けば遠回りだけど、教室にはたどり着ける。

「昨日、試合おつかれさま」

「わざわざ応援来てくれてたのに気づかなくてごめん」

「……うん」

　事前にも何も言わなかったし、昨日も何も言わなかった。だけどおめでとうってメッセージを送ったタイミングで時田くんは気づいたらしい。

「アオイさんも来てたよ」

「あ──うん。見えた」

　息が白くなる気温のなか、時田くんの頰ほおに赤みが差す。二メートルも離はなれていなかったのに、アオイさんに気づいて、わたしに気づかなかったことを薄はく情じようだとは思わなかった。

　──好きってそういうもの、だよね。

「ってか、え？　あれ？　俺、言ったっけ……」

　わたしのかまかけにしっかりひっかかった時田くんは、焦あせりを露あらわにしている。言葉で聞いたことはない。だけど、態度では十分伝わってきていた。

「わたし、時田くんが好きなの」

「え──……え？　ええっ？」

　思わず大きくなった時田くんの声が響ひびく。行き交かう人は少ないけれど、遠くで振ふり返っている男子が見えた。

　ようやくわたしの口からあふれ出した告白に、時田くんは眉を下げた困り顔をしている。

　だから「ごめん」。そう聞こえてくる前にわたしは走り出した。中廊下に上うわ履ばきのぱたぱたという音が響いていく。

　まっすぐの廊下を走りながらわたしは清すが々すがしい気持ちでいっぱいだった。

　──ようやく失恋できた。

　これっぽっちもわたしの好意に気づきもしない時田くんにバイバイする。

　だけどこれで終わりじゃない。

　わたしは失恋から始める。

　これから時田くんは、わたしの態度からも言葉からも〝好き〟の信号を受け取り続けることになるはずだ。

　失恋してから三か月以上も痛みに耐たえ続けた上の決断を、思い知ればいい。

　時田くんが誰を好きでも、わたしは時田くんが好き。

　揺るがない気持ちを確信したからわたしは走り出す。

　失恋の先にも恋こいはある。

　そう信じて。
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「午後のホームルームで席せき替がえをするから、準備しておくように」

　朝のホームルーム。

　担任の先生の一言で、静かだった教室が一気にざわついた。

　席替えといえば、生徒にとっては小さいけど大きな意味を持つイベントのようなもの。

　仲良しの友達と近くになれるかはもちろんのこと。

　片かた想おもいの相手を見られる位置。

　できれば、見るだけじゃなくて仲良くなれる位置になりたいと思うのは当然だ。

　連れん絡らく事じ項こうを告げた先生が出ていくと、私の前の席の中なか田たくんが振り返った。

「……席替えかぁ、ここ、結構気に入ってたのにな」

「うん、そうだね。ここよりいい席ないよね」

「だよな」

　そう言いながら、中田くんの視線の先にいる美み咲さきの笑え顔がおが私の視界にも入ってくる。

　私の席は窓まど際ぎわの一番後ろ。

　そこは女子が座ると決まっているから、男子に人気の場所は私の前の席か、隣の席だったりする。

　ここからだったら、片想いの相手のことがよく見える。

　廊下側の後ろの席も、そこそこ人気はあるけれど。

　突とつ然ぜん先生が入ってきたり、扉とびらの小窓からのぞいてることもあって、窓際ほどの人気はない。

　でも、私がこの席を何より気に入っているのは、それだけじゃないんだ。

「葵あおいとも、さすがに今度は離れちゃうなぁ」

　中田くんのつぶやいた言葉に、ドキンと鼓こ動どうが跳はね上がる。

　そのつぶやきに、深い意味はない。

　毎日のように、中田くんのことを見つめてきたからこそ、気づいてしまった中田くんの片想いの相手。

　中田くんが好きなのは、私じゃなく美咲だ。

　美咲が私の席まで遊びにくると、中田くんは絶対に自分の席を離れない。

「……そうだね、三度目はなかなかないよね」

〝中田徹とおる〟と〝仲なか嶺みね葵〟。

　クラス替えで同じクラスになったときも、50音順で前後の席だった私たち。

　その１ヶ月後の席替えでこの席になったとき、続いた偶ぐう然ぜんに初めて会話をしたっけ。

　それから仲良くなるのに、時間はかからなかったけど。

　それはあくまで、クラスメイトとして。

　４ヶ月近く、中田くんの背中を見つめながら授業を受けてるけど、電話番号も知らなければ、メールアドレスだって聞き出せてない。

「……あのさ、俺、」

　中田くんが何かを言いかけたとき、一限目を告げるチャイムの音とともに、古典の先生が入ってきてしまった。

「なに？　どうかした？」

「いや、やっぱりいいや。なんでもない」

　前を向いて、机の中から教科書を取り出した中田くん。

（ねぇ、何を言いかけたの？）

　その背中に問いかけてみても、当然のことながら答えが返ってくることはなかった。

　何気なく見た日課表。

　古典の授業が終われば、午前中は移動教室が続く。

　こうやって中田くんのそばにいられるのも、この授業が最後なんだ。

　そう思うと、胸がキュッとしめつけられた。

（またこの席だったらいいのに）

　そしたら、中田くんがどの席になっても、中田くんのことを見つめていられる。

　でも、もし中田くんと美咲が近くの席になったら？

　ルーズリーフを一枚取り出して、中田くんへの想いをそこに綴つづる。




〝好き〟




　たった一言。

（この肩かたをポンと叩たたいて、この紙を見せたら……。中田くんは、どんな反応をするんだろう）

　そう思っても、その肩を叩く勇気なんて私にはなかった。

　私に話しかけてくれたように、今度中田くんの後ろの席になった女の子にも、優やさしく声をかけるのかな。私の大好きな笑顔で。

（嫌いやだよ……。そんな姿、見たくない）

　それなら、中田くんの姿なんて目に入ってこないように、教きよう卓たくの真ん前が一番いいかもしれない。

　じわっと目め尻じりに浮うかんだ涙なみだ。

　涙の粒つぶが大きくなる前に、そのルーズリーフを縦半分に折った。

　そしてそれを紙飛行機にしていく。

　雲ひとつない、真っ青な空。

　もうすぐ夏も終わるというのに、秋桜コスモスよりも向日葵ひまわりが合いそうな気温。

　永遠なんてない。

　ずっとこのまま、留とどまってなんていられない。

　大きく開いた窓から、私はその紙飛行機を空に向かって飛ばした。

　その気配に気づいたのか、風に乗る紙飛行機の姿をとらえた中田くんが、驚おどろいて後ろを振ふり向く。

　紙飛行機はもうすでにゆっくりと落下を始めている。

「……あれ、葵が飛ばしたのか？」

「あ、うん」

　先生には気づかれないように、小声でささやいた。

「どっちが遠くまで飛ぶか、競争しようか？」

「え？」

「もらうぞ」

　中田くんがいたずらっぽく笑いながら、私からルーズリーフを一枚取る。

　そして、そのまま前を向いた中田くんは、私と同じように紙飛行機を折って空に向かって飛ばした。

　大きく弧こを描えがくように飛んだ中田くんの紙飛行機。

　ゆっくりと落下した先は、私たちの席からは確かく認にんできなかった。

「先生！　仲嶺さんが具合悪いみたいなので、保健室に連れていきます」

「……え？」

　何が起きたのか理解する前に、私の手首をつかんで立ち上がった中田くん。

「お願いしますね、中田くん」

　先生の返事を聞いた後、私はそのまま中田くんに手を引かれて、教室を後にした。

「ちょっと、どういうこと？」

　歩いていく中田くんの背中に問いかける。

「紙飛行機、どっちが遠くに飛んだか、早く確かめたいだろ？」

（どうして、それだけで？）

　その疑問までは、中田くんに聞くことができなかった。

　たどり着いた中庭。

　数歩分離はなれて落ちていた紙飛行機。

　でも見ただけでは、どっちが自分の折った紙飛行機なのか、そこまではわからなかった。

　手前の紙飛行機を中田くんが拾い上げる。

「葵、あっちの紙飛行機、拾って？」

「……あ、うん」

　中田くんに言われるまま、私はもうひとつの紙飛行機を拾い上げた。

「せーので、開こうか？」

「え？」

（私がここに言葉を書いたことまで知っているの？）

　そうも取れる中田くんの言葉。

　でも、まさか。

　知るはずがない。

（万一、中田くんの持ってる紙飛行機が、私の飛ばしたものだったら？）

「もし、葵が開いたのが俺の紙飛行機だったら、俺、勇気だそうと思うんだ」

「勇気？」

（それって、一体どういう意味なの？）

　さわやかだけど、どことなく緊きん張ちようして見える中田くんの表情。

（中田くんも、この紙飛行機に何かを書いたの？）

　心の準備もできないうちに、中田くんは「せーの」とつぶやいて、私も紙飛行機を開いた。

〝俺は、篠しの田だ美咲さんが好きです〟

　目に飛びこんできた文字は、気づいていた中田くんの気持ちなのに、激しく私の心を揺ゆさぶった。

「そっかそっか、やっぱり、中田くんは美咲が好きなんだね」

　泣かないように、必死で笑え顔がおを取り繕つくろう。

「そういう葵も、誰だれかへのラブレターかよ。誰なんだ？　俺は葵の恋こい、応おう援えんするぞ」

「いいよ、応援なんてしてくれなくても」

「なんでだよ。俺たち、友達だろ？」

　中田くんの残ざん酷こくすぎる一言が、胸に突つき刺ささると、我が慢まんしていた涙がポロポロとあふれてきた。

「おいおい、泣くなって。俺が泣かせてるみたいだろ？」

　中田くんがオロオロとあわて出す。

　首をフルフルと横に振ったけれど、涙の雨はおさまりそうにない。

「葵のことを泣かせるほどの男って、一体誰なんだよ」

　素す直なおに、「中田くんだよ」と答えられたら、楽になれるかな。

（でも、友達でもいられなくなっちゃうよね）

　それに、これから勇気を出して美咲に告白しようとしている中田くんの気持ちを萎なえさせたくない。

　美咲もきっと、中田くんのことを好きなはずだ。

　美咲は私には言わないけれど、中田くんのことを好きな私にはわかる。

「私も中田くんの恋、応援する。だから、中田くんも私の恋、応援して」

　私は中田くんの右手を取った。

「葵？」

「お願い。この手で、頑がん張ばれって、私の頭をポンポンってして？」

　中田くんは、一いつ瞬しゆんキョトンとしたけれど、すぐに優しい笑顔になった。

　私の頭の上に、中田くんの右手が置かれる。

「頑張れ、葵」

　ポンポンってしてくれる中田くんの右手から、ちょっとだけ元気をもらった。

「ありがとう、中田くん」

「なんだよ、これくらい、当然だろー？　俺は葵の味方だからな」

　もう一度、私の頭をなでてくれた中田くんの手は、静かに私から離れると、私の持っていた紙飛行機を手に取った。

　そして代わりに私の紙飛行機を返してくれる。

「俺もがんばってくるよ」

「うん、がんばってね。私も中田くんの味方だから」

　席せき替がえ、やっぱり中田くんのことがよく見える席がいいな。

　美咲と仲良くしてる姿が目に入る場所だったとしても、中田くんの背中を見つめていたい。

　素敵な失しつ恋れんって言ったら、なんか変かな。

（でも、あともう少しだけ、好きでいてもいいですか？）




「好きだよ。大好きだよー！」




　私は受け取ったばかりの紙飛行機を、もう一度大空に向かって飛ばした。
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　くるくるとまわるコンパスの針が指す方向……。

「北はあっち……風が冷たい。南はあっち……日差しが暖かい」

　どうしていつも、私は……。

　北を目指してしまうのだろう。




「航わたる、発見！」

　放課後、帰宅する生徒たちの喧けん噪そうの中を逆走し、すべての空き教室の扉とびらを開ける。

　今日は三つ目の教室で彼を見つけた。

「星せい奈な、お前……執しゆう念ねん深さ、半はん端ぱねーな」

　ため息をついた彼は、鞄かばんを持つと、星奈の存在を無視するように横を通り過ぎていった。

「待ってよ。今日こそ、付き合ってくれる約束でしょ！　ラブリーアイスのカップルキャンペーン」

「あのキャンペーンのチラシ、一人でも参加可能って書いてたじゃん。一人で行けよ」

「えーカップルで行くことに意味があるんじゃん」

「俺たちカップルじゃないだろ」

　あくびをした後、伸のびをしながら航は面めん倒どうくさそうに答えた。

　足の長い航に歩ほ幅はばを揃そろえるのも必死な星奈は、駆かけ足で彼を通り越こし前に立ちはだかった。

「でも約束したよ。16時までに航を見つけたら、一いつ緒しよにラブリーアイス行ってくれるって。ねっ、おごるから行こうよー！」

　スマホに表示された時計をつき出し笑え顔がおを向ける星奈を見て、航はため息をついた。

「お前さ、メンタルどうなってるの？　ふられた男に普ふ通つうそんなこと頼たのむか？」

「ほら、よく言うでしょ。誰だれかに何かを頼むときは一番難しいことから頼むといいって。付き合うのが難しいって言うから、アイスくらいなら付き合ってくれるかなって」

　星奈があっけらかんとふられた事実を認めるのは、何も、それを気にしていないからではない。

　ただ、今はそこをどうこう言うタイミングではないと思っただけのことだ。

「わかったよ。お前、このままだと一生ついてきそうで怖こわいわ。とっとと行って、とっとと帰るぞ」

「やった！」

　後ろを振ふり返ることなく歩き出した航に置いて行かれないよう、星奈は必死で歩調を合わせた。




　ラブリーアイスの店内は、キャンペーンの効果もあってか、カップルらしき男女でにぎわっていた。

「すみません！　カップルセットください！」

「お前……声でかい」

　星奈の声の大きさに数人の客がクスクスと笑ったのを見て、航は少しだけ耳を赤くしてとがめた。

「みんなカップルだもん。気にしてないよ」

　そう言うと、星奈は航にアイスの種類を選ばせつつ、店員に不安混じりの笑顔を向ける。

「限定ストラップまだ間に合いますか？」

「えっと……はい。ございますよ」

「良かった！　それもください！」

　食い気味にそう伝えた星奈の様子に、店員は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった表情を見せたが、笑顔でストラップを二つ差し出した。

「ありがとうございます」

　星奈はストラップを鞄にしまい二人分のアイスを受け取る。

「そこの公園で食べよう！」

　そう言って、航を店の外へ連れ出した。




「はい！」

「ストラップはいらない」

　アイスと一緒にストラップを差し出した星奈に、航はぼそりとつぶやいた。

「えーかわいいのに。おそろいでつけようよ」

「バカ。何でカップルでもないのにおそろいなんだよ。俺はお前をふってるんだって」

「聞こえなーい」

　そう言って、星奈は航にストラップを強ごう引いんに押しつける。

「チョコチップ、一口ちょうだい」

　スプーンで航のアイスを一口すくう。

「おいしー」

「そんなに食べると太るぞ」

「航、ちょっとぽっちゃりしてるくらいの方がかわいいって前言ってたでしょ」

「あの時はあの時、今は今だ。というか俺好みに合わせた所で絶対お前とは付き合わない」

「これから気が変わるかもしれないじゃん。今は今、これからはこれから、でしょ？」

　勝ち誇ほこったような顔で笑う星奈を見て、航はため息をついた。

　いつになったらあきらめてくれるのか。




「私、あきらめないよ？」

　そんな航の心を見み透すかすように、星奈は言って、アイスを一口、口に含ふくみ、幸せそうな笑みを浮うかべた。




　星奈が航に初めて告白したのは、高校２年生の夏のことだった。

「好きです。付き合ってください！」

「……ごめん、無理」

　大きく頭を下げた彼女に向かって、航は一言で答えた。




「えっ？　私、今もしかして失しつ恋れんした？」

「そう、だね」

　驚おどろいたように言う星奈に、航は苦笑いを浮かべた。




「えっ？　なんで？　全然意味わからないんだけど」

「いや、俺が全然意味わからないんだけど」




　星奈と航は中学からの同級生で、高校で同じクラスになった時点ですでに顔見知りではあった。

　それに加え、入学早々隣となりの席になるという展開も、まぁ少女漫まん画がなら付き合う……っていうのも悪くないくらいの距きよ離り感かんだったことは確かだ。

　だが残念ながら二人の人生は少女漫画ではない。

　いつも授業中寝ねているか、さぼってどこかの空き教室で暇ひまをつぶしている航にとって星奈は、「隣の席の女子Ａ」でしかなかった。

　星奈にとってもそれは同じ……だと、ずっと思っていた。

　その彼女が、なぜか急に話しかけてくるようになったと思ったらそれが愛の告白だったのだ。

（何かの嫌いやがらせか、罰ばつゲーム……？　なわけないか）

　航はとりあえず一番シンプルな答えを返したつもりだった。




「ごめん、無理」




　しかし、彼女はぽかーんと口を開き、不思議そうな顔で航を見つめた。




「えっ？　彼女いるの？」

「いや……いないけど」

「だよね！　いるわけないよね！」

「失礼だな、おい！」

　ほっとしたように言った星奈に向かって、航は口を尖とがらせた。




「だって、神かみ尾おくん、他ほかの子と話してるの見たことないもん。私くらいでしょ？　神尾くんがまともに話せるの。だから告白すれば、ＯＫしてくれるんじゃないかなーって」

　確かに星奈の言っていることは理にかなっている……と言いたいところだが、航はその安易な発想に、少々腹を立てていた。




「そんな簡単なもんじゃないだろ、人の気持ちって。それにあんたがどういう奴やつかもわかってねーレベルなのに、告白も何もあるかよ」

「そっか……うん……！　じゃあ、まずは、星奈って呼んでくれるのはどう？」

　強くにらみつけるように言った航を見て、星奈ははっとした後に答えた。

「はっ!?」

「形から入ろうよ。私は、航って呼ぶからさ。ねっ！　そうしよ！」

　そう言って、呼び名を強要した星奈は、意外にも少しずつ航と親しくなることには成功したものの、それからも定期的に告白をしては「無理だって」の一言で玉ぎよく砕さいしている。




　それでも高３の現在に至るまで、星奈は一向にあきらめる気配を見せなかった。

「いい加減、あきらめてくれよ。俺だって、星奈にばっかり付き合ってらんないんだよ」

「そっちこそいい加減あきらめて、私と付き合うって言ってくれたらいいのに」

　日に日に強気になっていく星奈に、航はいつも振ふり回されているものの、そんな彼女に揺ゆれてしまう瞬しゆん間かんがあるのも事実だった。




「なぁ、今日もあれ、持ってるの？」

「持ってるよ。ほらっ」

　突とつ如じよ話をそらした航に、星奈は少し不服げな顔をして、鞄かばんの中からコンパスを取り出した。

　くるりとまわった針は、北側を指し示す赤色を航側に向け静かに揺れた。




「めずらしいよな。そんなの持ち歩いて」

「これ見てると落ち着くの。お守りみたいなもの」

　空はまだほんのりオレンジ色で、星が見える気配はなかったが、星奈は空を見上げ微笑ほほえんだ。

　天文学者の父の影えい響きようで、星奈は小さい頃ころから星を見るのが好きだった。

　父は、星を観察するためだけに裏山ごと今の自宅を買い取り、よく星奈を連れ天体観測を行った。

　最近は、なかなか時間が合わずそれもできなくなったが、星奈は父にもらったコンパスをいつも鞄に忍しのばせている。




「今日はよく見えそう。家の裏の山ね、すごく星が綺き麗れいに見えるの」

「……じゃあ、そろそろ帰った方が良いんじゃない？」

「冷たいなー。あっ、航も一いつ緒しよに来ない？」

「俺はいいよ。邪じや魔ましたくないから」

　そう言うと航はベンチから立ち上がる。

「じゃあね。あっ今日はごちそうさま」

　と言って、星奈の方を見ることなく立ち去った。

「また明日あした！　ちゃんと学校来てね！」

　星奈が声をかけると、航は少しうんざりしたように背中を向けたままうなずき手を振った。

　コンパスを握にぎりしめ、星奈はそんな航の背中をじっと見つめていた。




　初めて航のことを意識したのは入学して間もない、高校１年生の春だった。

　授業前の休み時間、課題を片付けることに必死だった星奈は、授業中に急激にお手洗いに行きたくなってしまった。

　まだ授業は20分ほど残っていたが、入学したてで誰だれもが様子をうかがうその時期、さすがの星奈でもまだそれを人前で伝えるには羞しゆう恥ち心しんがあった。




「先生」

　そう言って、手を挙げたのが隣の席の航だった。

「どうした？」

「具合悪いです。保健室行きたいです」

「誰か保健室連れてってやれ」

　航が伝えると、先生はすんなりとその主張を受け入れた。

「高たか井いさん、だっけ？　お願いしてもいいかな？」

「えっ!?　私？」

　驚おどろく星奈を半ば強ごう引いんに教室の外に連れ出すと、航はため息をついた。

「お手洗いくらい、普ふ通つうに言えばいいのに」

「なんで分かったの？」

「なんとなく。じゃ、俺、保健室で寝てくるわ」

　そう言って星奈と別れると、航は鼻歌を歌いながら保健室へ向かった。




　航に助けられたのはその時だけではなかった。

　体育祭でボールがぶつかりそうになった時、壁かべになって助けてくれたのも航だった。

　でも航は、そのどれもこれも覚えていない。

　彼にとってそれはごくごく普通の日常に過ぎなかったからだ。

　そんな航の姿に星奈は密ひそかに心こころ惹ひかれていった。

　しかし、それから１年半が経たちようやく告白ができた時、航はあっさり星奈をふった。




　二人でアイスを食べた翌日、星奈が学校に行くと、航はすでに席について机に顔をつっぷして眠ねむっていた。

　航の背中にそっと「おはよう」とつぶやき、星奈は一つ前の席に座った。

　何度席せき替がえを繰くり返しても、星奈の席はいつも航のそばにあった。

　星奈としては運が良いことだったが、航は席替えの度たびいつも小さくため息をついていた。

　授業が始まっても、航は相変わらず居眠りを続けていた。

　そんな航の様子を気にする人はもうほとんどいなく、たとえ教室に姿が見えなくても、誰も何も言わなかった。

　だけど星奈だけは、いつも航のことを気にかけていた。




　朝から感じていた体の不調が、６時限目で急激に星奈を襲おそった。

（だめだ……頭痛い……）

　星奈が前に体を倒たおすと、すかさず先生は星奈に言葉をかけた。

「高井さん、授業中よ。次読んで」

「はい！　えっと……」

「34ページの６行目」

　あわてて立ち上がったものの、ページが分からず戸と惑まどっていた星奈の耳に、後ろから航のささやく声が聞こえた。

　ちらりとその顔を見た後、星奈はぎこちないながらも教科書を読み上げた。

「はい。いいでしょう」

　そう言われた瞬間、ぐらりと体が揺れ、星奈はとっさに机についた手で、ペンケースの中身を床ゆかにばらまいてしまった。

「高井さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ちょっと、立ちくらみが……」

「もしかして、具合悪い？　無理せず、保健室に行って？」

　少し戸惑ったように言った先生の言葉に従い、星奈は保健室に向かった。




「少し横になれば大丈夫だと思います」

　保健の先生にそう言って、ベッドに横になると頭の痛みも少しだけ和やわらぐような気がした。

　30分ほど寝ねただろうか。体を起こすと、そこに航の姿があった。

「大丈夫？」

「なんで、いるの？」

「もう、放課後」

　星奈の鞄を指す航の顔を見る。

「待っててくれたの？」

　星奈は驚いた表情を見せた。

「うん……まぁ……。あっ、でも鞄もってきてくれたのは保健委員の瀬せ名なさんだよ」

　瀬名への感謝をうながすような航の笑え顔がおを見て、星奈はつぶやく。

「航のそういうところ、本当に好き」

「お前さ、本当、そういうところ直した方がいいよ」

「だって本当のことだもん……」

　耳を赤くする航を見て、星奈は言葉を続けた。




「高井さん、目覚めた？」

　シャッと開いたカーテンの隙すき間まから保健の先生が顔をのぞかせた。

「うん。顔色良くなったわね。どう？　帰れそう？」

　ぺこりと頭を下げた星奈を見て、先生は笑顔を見せた。

「はい。大丈夫です」

　答えると、星奈は身み支じ度たくを済ませお礼を言った後、保健室を出た。




「焦あせったー！　先生に全部聞かれたかと思ったー」

「まぁ、聞かれたところでお前が変な奴やつって思われるだけだけどな」

　頰ほおを赤く染めて言った星奈に、航は答える。

「そんなこと言わないでよ」

　少しむきになってそう言った星奈の顔を見て、航はポツリと言葉を返す。

「だって、俺のこと見えてるのお前だけじゃん」




「あっ、ねー、今日もラブリーアイス寄ってく？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、星奈は明るい声で言った。

「ごまかすなよ。もういいよ、そういうの」

　表情を硬かたくしたままそう言った航の目を見て、星奈は涙なみだを浮うかべた。

「なんでそんなこと言うの。それ言っちゃったら終わっちゃうじゃん！」

「もうとっくに終わってるんだよ！」

　強い言葉をぶつけた星奈以上の声で、航の言葉が返ってくる。




「頼たのむよ、星奈。もう認めてくれよ」

　そう言って涙を流した航を見て、星奈の目からもぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。







「神尾航くんが亡なくなりました」

　担任が告げたのは高２の春のことだった。




　１年の３学期からほとんど学校に来なくなっていた航を、星奈はずっと心配していた。

『闘とうび病よう中らしい。あまり良くないようだ』『だからたまに学校に来ても、先生も好きにさせてる』という噂うわさは星奈の耳にも流れてきたが、いつか普ふ通つうに帰ってくる、そう思っていた。

（その時はちゃんと告白をしよう）

　星奈は心に決めていた。




　担任の言葉も最初はまったく飲みこむことができなかった。

　机の上に飾かざられる花を見て、星奈はただただ不思議な気持ちを抱かかえていた。

　放課後、一人の教室でそっと机をなぞると、まだそこに航がいるような気がした。

　お守りのコンパスを握にぎりしめ、深く呼吸をすると、自然と涙がこぼれた。

　コンパスはくるくると回り、いつものように赤い針を止めた。




「あれ、こっち、北じゃない」

　涙でにじんで見える針の行方ゆくえをそっとたどった時、そこに航が立っていた。




「えっ？」

「……もしかして俺のこと見えてる？」

　驚おどろいた表情を見せた星奈と同じくらい目を見開いて、彼は言った。

　こくりとうなずいた星奈を見て、航は「へー、すげー！」と笑った。




　航は、それからも毎日学校に現れた。

　星奈以外は彼の存在に気づいていないようだった。

「家にいると、母さん泣いてるし、父さんも仕事休みがちになってるし。なんかしんどくて」

　彼の言葉を、星奈は複雑な想おもいで聞きながら、それでも航との距きよ離りが縮まることがうれしかった。




「神尾くんって、物とか持てるの？」

「お供えと一いつ緒しよだよ。受け取ってほしいって願ってくれれば受け取れる。食事だってできる」

　ある日、星奈がそんな疑問をぶつけると航は自信満々に答えた。

　試ためしに航に差し出したボールペンは、確かに彼の手に渡わたり、その物自体が『この世の物』ではなくなったようだった。

「何か書いてみて」と言って紙を渡す。

「もう少し生きたかった」

　と航はそこに書いた。

　そして航が置いたペンと紙は、不思議とこちらの世界に帰ってきたようだった。




「生きていたら何がしたかった？」

「そうだな。恋れん愛あいとかしてみたかったかな。デートとかさ」

　照れたように言った航を見て、星奈は彼に気持ちを伝えることを決意した。

　しかし、高３の今まで何度も繰くり返された星奈の告白に、航が応こたえることはただの一度もなかった。

　それでも星奈が告白を続けたのは、航にとってここが居場所であってほしいと思ったからだ。

　航を必要としている人がここにいる。

　何度も伝えることで、彼は消えずにずっとそばにいてくれるような気がした。




「星奈、お前もう高３なんだぞ。あと半年もすれば卒業するんだ」

「だから何？」

　航の目を見ず答えた星奈の顔をのぞきこんだ後、航は小さな声で言う。

「こっち見て？」

　仕方なく顔を上げた星奈に航は笑え顔がおを向けた。

「俺はずっと高校２年生のままだ。ここが俺の人生の最後の居場所。でも星奈にはこれからまた、新しい居場所ができる。そこに俺はいないよ？」

「いてよ。大学だって一緒に行けばいい。一人暮らし始めたら一緒に暮らせばいい。私たち二人でいて、困ったこと何もないじゃない。一緒にごはんも食べられるよ？」

　優やさしく諭さとすように言った航に、星奈は感情的に訴うつたえた。




「星奈、それはできないよ」

　全く揺ゆるぐ気配のないその一言に星奈は黙だまりこむしかなかった。




「じゃあ……そっちに行ってもいい？」

「言うと思った！」

　ようやく絞しぼり出した星奈の言葉に、航は大きく笑った。

　しかしその後、表情を変え、星奈の目を見み据すえる。

「ダメに決まってるだろ」

　航は冷たく言い放った。

「星奈、そういうことなんだよ」

「えっ？」

「俺と付き合うってことは、俺が成長しないままこの世界にずっといるか、お前が俺の世界に来るかしかないってことだ。それに星奈が今日みたいに体調を崩くずしても俺は助けてあげられない。そういうの、耐たえられないよ」

　涙なみだがにじむその目を見て、星奈ははっとして航の手を摑つかもうと手を伸のばした。

「ごめん！」

　その手は空でかするような音を立て、航のもとに届くことはなかった。

　そんな星奈の姿を見て、航は小さく苦笑いを浮うかべたあと息を吐はき、改めて星奈の目を見据えた。

「本当はあの日、星奈が俺に気づいた日、ちょっと学校に寄ってみただけなんだ。あっちに行く前に」

　そう言って天を指差す航は、柔やわらかな瞳ひとみで星奈の目を見つめた。

「でも、星奈に気づいてもらったら……うれしくて。ずいぶんと長居をしてしまいました」

　冗じよう談だんめかした笑顔で放たれたその言葉に、別れの気配を感じ星奈はあわてて言葉を発した。

「いや！　私、航とずっと……」




「星奈。俺も、星奈が好きだ」

　言葉を遮さえぎって届いた声に星奈は息をのんだ。




「お前のおかげで、俺は幸せになれた。だから、今度は星奈が幸せになってほしい。好きだから、付き合えない。好きだから、一緒にはいられない。好きだから……消えるよ。星奈が前に進めるように」

　気づけば二人の頰ほおは涙で濡ぬれ、お互たがいの顔すら、もうぼんやりとしか瞳に映らなくなっていた。




「いやだ……いかないで」

　もう一度伸ばした手が、航の腕うでをがっしりとつかんだ時、はっとしたように二人は目を見合わせた。

「つかめた……」

「まずいよ。星奈、これ以上こっちの世界に近づいたらいけない」

　少しだけ笑顔を見せた星奈とは対照的に、航はその手をそっと体から離はなす。

「やっぱり……行かなきゃいけないみたいだ。ずいぶんと決断は遅おそくなったけど……。星奈、楽しい時間をありがとう。しばらくはお別れだね」

　そう言って手を振ふった。

　直後、体がふわりと浮き少しずつ天空に近づいていく航は、星奈が何度呼びかけても、こちらに戻もどってくることはなかった。




「方位磁針の指す方向。俺はいつもそこにいる」

　そう言った航が、消えた瞬しゆん間かん。

　北の空が柔らかな光を放ったような気がした。

　それきり、航が星奈の前に現れることはなかった。




　星奈が最後に航に会った日から半年が経過していた。

「星奈ー！　どこ行くの？」

「ちょっと裏山行ってくるー」

「またー？　気を付けてよー？」

　母に答えを返すと、あきれたような声が聞こえてきた。




　裏山の道を歩くと、コンパスの針はゆらゆらと揺れながらいつもの道を指し示していた。

　山頂に立ち、空を見上げると一面の星空が星奈を出で迎むかえた。

「今日はよく見える」

　見上げた空に向かい、ふーと息を吸う。

「高校卒業したよ」

　そう言うと、風で草木がさやさやと音を立てた。




「航、また会おうね！」

　掲かかげたコンパスの針は、星奈の手の中でくるりと回ると、ピタリと北を指したあと、ゆらゆらと静かに揺れた。







[image: ショパンの彼　依世]




　チョコレートじゃなくて金平糖。色とりどりの中から迷いつつ一ひと粒つぶを選んでそっと口に入れ、舌の上で転がすうちほのかにひろがる甘み…わたしの中でショパンのノクターンはそういう感じ。

「里さと、ショパンの彼がいるよ」

　からかうように隣となりを歩く和かず美みが言った。渡わたり廊ろう下かの先にある自動販はん売ばい機きの先客に、永なが嶋しまくんの姿がある。言われなくても気づいていた。新しい彼女と一いつ緒しよなのも。

　誰だれも見ていないと思っているのか楽しげにじゃれ合っている。見たくないのに目を離せない。それ以上近づきたくなくて立ち止まっていた。

「邪じや魔ましちゃ悪いかな」

「見せつけたくていちゃいちゃしてんでしょうよ」

「でも気まずいよ」

「あんたって、ほんっと消極的ね」

「ど、どうせね」

　消極的で、頑がん固こで、面めん倒どうくさい。いつだったか妹にも言われたことがある。数年に及およぶ片かた想おもいをこじらせているのだから仕方ない。「どうせ」ともう一度言ってじりじりと後あと退ずさりをしていると、「おっと」と両りよう肩かたをつかまれた。

「すみませんっ、後ろ見てなくて」

「和ちゃん先せん輩ぱいと、お友だち。こんなところでつっ立ってどうしたんですか」

「生徒会長殿どのいいところにぃ」

「悪い顔ですね」

「いいこと思いついちゃって」

「あ、あのっ肩！　肩っ！」

　わたしのことを放ほうって進む会話に声を上げる。

「ああ、どうも」

　二年の穂ほ村むらくんは和美の幼なじみであり、わたしたちの高校の新しい生徒会長だ。選挙では清き一票を入れてあげたのに、いまだにわたしは和美のお友だちという認にん識しきしかないらしい。

　名もなき友人Ａ。まぁわたしなんてそんなものよね、と卑ひ屈くつなことを考えていると、「里、いいってさ！」と楽しげに言われる。話を聞いていなかったが嫌いやな予感しかしない。

「なにが？」

「協力しますよ、呼び出せばいいんですね」

「生徒会長殿はサッカー部の後輩だから、ショパンの彼の」

「呼び出すって、え？　それで…まさか…」

「「告白」」

　二人は無責任にハイタッチをする。

「なにを勝手に！」

「ところでショパンの彼ってなんですか？」

「穂村くんが知る必要はないから」

「わたしが名づけたの。名前について話すと長い話になるのよ」

「それにしても永嶋先輩って、意外性がなさすぎてつまらないですね。顔ですかやっぱり」

　外見で好きになったような言われ方をされ、「人の恋こい路じに意外性を求めないで！」と思わず声を荒あらげていた。心外すぎる。

「顔で好きになったわけじゃないから！　そりゃ、永嶋くんかっこいいけど。見た目じゃなくって、ギャップっていうか、永嶋くんってピアノ習ってて、中学生の頃ころに発表会で弾ひいてた曲がすっごく素す敵てきで、わたしも弾けるようになりたいなってずっと練習しててっ、だから…」

　にまにましている和美に気づき、ぐっと口をつぐむ。穂村くんから「結構しゃべるんですね」と冷静に言われれば、恥はずかしさでじわりと体温が上がった。

「とにかく…告白なんて…」

「ずっと言ってるけど、五年も片想いしてんだから記念に告白くらいしときなよ。来週バレンタインだしさ」

「五年間も？　飽あきずにすごいな、尊敬します」

「嫌味にしか聞こえない」

「ははっ。まあ、告白するかどうかはお友だちが決めるとして、二月十四日に永嶋先輩を呼び出しますよ。時間と場所はどうしますか？」

　穂村くんはわたしではなく和美に聞く。他人ひと事ごとだと思って勝手なことを。すでに彼女のいる相手にチョコレートを渡すなんて。告白はもっとあり得ないし。

「やっぱり朝の音楽室よね、里？」

「おもしろい事情がありそうですね」

「穂村くんが知る必要はないから。そもそも呼び出したところで、来てくれるかどうかわからないじゃない」

　往おう生じよう際ぎわの悪いわたしに対し、「来ますよ」と穂村くんはにこやかに断言した。

「永嶋先輩は自分がモテるの好きですから。告白とか大好物です」

「げえ、見たまんまね。想像しただけで腹が立つ。里の趣しゆ味みを疑うわ」

「よけいなお世話、放っておいてよ」

　永嶋くんは派手というか華はなやかというか、和美いわく軽けい薄はくらしいけど、とにかく目立つ。容姿はテレビの中のイケメン俳優並みで、歴代の彼女もそれに見合う美人だったりかわいい子ばかりだ。そう、いつも彼には彼女がいた。

　わたしは面と向かって話したこともないし、視界に入っていても凡ぼん庸ようすぎて認知されていないんじゃないかと思う。彼と向き合って、それを思い知らされるのが怖こわい。

「あら、いなくなってる」

　和美の声に自動販売機へ目を向けると、永嶋くんと彼女の姿は消えていた。
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　中学一年の夏休み、妹が参加したピアノの発表会でわたしはショパンのノクターンに出会った。光放つステージから奏かなでられる、甘く気け怠だるいメロディに心を奪うばわれた。

　ピアノのことはよくわからない。その日だって、両親の代わりに妹の演奏をビデオカメラで撮さつ影えいするためだけに会場にいた。妹の出番も終わり、その後に友だちとプールへ行く約束をしていたから帰ろうとしたところだった。

　しかしその演奏の最初の一音で、わたしは動けなくなってしまう。ステージ上の彼は澄すました横顔でピアノを演奏していた。鍵けん盤ばんの上をなめらかに動く指がきれいで、見つめるほど儚はかなげな旋せん律りつが胸に響ひびいて苦しかった。

　その日の夜、妹に鼻歌でメロディを伝えたところ、「たぶん、ノクターンかな。ショパンの」と教えてもらったのだ。

　持ち帰ったプログラムを確認すると、ノクターンを演奏したのは二人。ただ片方は女の子だから消去法になった。

「この永嶋くんって誰だれ？」

　どきどきしながら妹に聞いてみたが、「知らない。別の教室の人だから」というそっけない返事だった。発表会は地域のピアノ教室が合同で開かい催さいしたものだったらしい。

　憧あこがれのようなもので、わたしもあんな風にピアノを弾いてみたくて、妹に笑われながらもショパンのノクターンを練習しはじめた。

　だから最初は恋こいじゃなかったと思う。それでも、高校へ進学して永嶋くんと再会したときは、正直、運命だと思った。面おも影かげが残っていたわけではない。今も大切にとってあるプログラムの名前と同じというだけだ。そもそも顔を覚えていないのだから名前で判断するしかない。

「おめでたい子ね、同どう姓せい同名かもよ」

　同じクラスで仲良くなった和美に指し摘てきされるまで、別人かもしれないなんて思いもしなかった。ただ、永嶋くんがピアノを習っていたのは有名らしく、同姓同名の別人というわけでもなさそうで。わたしが育はぐくんだショパンのノクターンへの想いは、めでたく永嶋くんへの恋心へと昇しよう華かしたのだった。
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　たどたどしい右手だけのノクターン。五年も練習したのに、ピアノ経験のないわたしにとってはそれが精せい一いつ杯ぱいだ。

　二月十四日、朝の八時に東ひがし棟とう四階の音楽室。わたしは何度目かになる深呼吸をして、窓ガラスの外を眺ながめた。遠くの山並みは白く雪をかぶっている。

　片手のノクターンを少しだけ練習して、みんなが登校してくる様子を眺めることは、いつの間にか早起きをした日の習慣になっていた。

「本当に来てくれるのかなぁ」

　もうすぐ卒業だから、和美の面おも白しろ半分の提案にのっかってみることにした。

　せっかくの片かた想おもいを嫌な思い出で終わらせたくないから、チョコレートだけを渡わたして、それで終わり。簡単なことだ。余計なことを話すつもりもないし。それでも、受験の何倍も緊きん張ちようしている。嫌な顔をされたらどうしようと考えはじめると不安ばかり大きくなって昨日はよく眠ねむれなかった。

（…もう来なくていいかも）

　そう思った途と端たん、ドアがかちゃりと音をたてる。全神経が反応する。ゆっくりと開いていくのを息を止めて見つめた。

「おはよう…えっと、穂村からここに来いって言われたんだけど」

「ぁ朝早くに呼び出してごめんね、」

　心臓がうるさい。わたしは大きく息を吸いこんでから、「六組の朝あさ比ひ奈なです」と続けた。かすかに声が震ふるえている。

「知ってるよ、里ちゃん」

　音楽室で二人きり。わたしが立っている窓際まで、永嶋くんは珍めずらしそうに室内を見回しながら来てくれる。信じられなくて、夢みたいで、近づいて来る姿をじっと見つめていたが、側そばに立たれると視線を合わせられなくてぱっと下を向いた。自分の手の中にはハートがちりばめられた包装紙のいかにもバレンタインな箱がある。

「単刀直入に言うね…」

　チョコレートは市し販はんされているものを買った。気持ちが重すぎるから、これで手作りにしてしまっては永嶋くんが困る気がして。

「バレンタインだから、これ渡したくて」

　わたしが小箱を差し出すと、永嶋くんは「ありがとう」と言って受け取ってくれる。きっと、慣れているのだ。わかっているのに、ちらりと顔を上げ、さわやかな笑え顔がおがわたしだけに向けられていることに舞まい上がってしまう。

「卒業だし、最後だからと思って…」

　チョコレートを渡すだけのつもりだったのに、二人きりのこの状じよう況きようを終わらせたくなくて、なにかしゃべらなければと言葉が止まらなかった。

「永嶋くんってピアノ、習ってたんだよね？」

「え？　ああ、うん。昔やってた」

　わたしは近くに置いていたカバンを探さぐり、プログラムを取り出す。見せるつもりで持ってきていたわけじゃない。自分への御お守まもりのつもりで持ってきていただけだった。こんなもの見せたら気持ち悪いだけだとわかっているのに頭と体がちぐはぐで言うことをきかない。

「この発表会、覚えてる？」

　プログラムを机にひろげると、永嶋くんはしばらく眺めたあとで、「あ」と声を発した。

「懐なつかしい！　なんで持ってんの？　俺さ、この発表会のときにピアノの先生にめっちゃ怒おこられたんだ。それでピアノやめたし」

「そ、そうだったんだ。この発表会にわたしの妹も出てて…怒られたってなにかあったの？」

「演奏がめちゃくちゃだったから」

　くしゃりと笑う顔につられてこっちまで笑顔になる。和美と穂村くんに感謝しないといけない。普ふ通つうに話せるだけで、こんなに幸せだ。

「めちゃくちゃどころか！　すっごく素す敵てきだったのに！　…わたし、永嶋くんの弾ひくショパンのノクターンを聴きいて本当に感動して、こうしてプログラム残すくらいで」

「ノクターン？」

「弾いてたよね？」

「俺が弾いたのは別わかれの曲きよくだけど」

「えっ、でもプログラムには」

「そうなんだけど、何人か前のやつがノクターン弾いててさ、かぶるのが嫌いやで勝手にちがう曲を弾いたんだ。それで先生がすげぇ怒って、あぁ懐かしいな」

（ちょっと待って）

「わ、別れの曲ってどんなの？」

「どうだっけ…すぐには思い出せないけど…」

　わたしは音楽室に置かれたグランドピアノにかけ寄る。ふたを押し上げ、赤色の鍵けん盤ばんカバーをはぎ取ると、乱暴に右手だけのノクターンを弾く。

「あっそれはノクターンだな」

「これ弾いてたの永嶋くんじゃないの？」

「…うん、ごめん」

（ちょっと待って。ちょっと待って）

「だって、プログラムではほかに弾いてた人なんて…女の子しか」

「別の教室のやつだったし名前は知らないけど、弾いてたのは男だったよ？」

　永嶋くんがプログラムをピアノの上にひろげなおす。二人してもう一度それを見下ろした。

「「あ」」

　その名前を見つけたのは同時だった。今まで何度も開いたプログラムなのに永嶋くんの名前しか見えていなかったらしくまったく気づかなかった。

　顔を見合わせ、気まずいような、微び妙みような表情で見つめ合う。次の瞬しゆん間かんには永嶋くんが「あはは」と笑い声を上げていた。

（爆ばく笑しようしててもかっこいい。って、それどころじゃない）

「ご、ごめんなさいっ、わたし…曲と名前だけで永嶋くんだって勘かん違ちがいしてたみたいで」

「いや、こっちこそなんか悪いね」

「永嶋くんは悪くないよ！　わたしが勝手に勘違いしてて…でもっ、でもね、高校に入ってから、永嶋くんを好きになったのは勘違いじゃないよ！　本当に、ずっと見てたし。あっだからって、今回チョコを渡したのは、付き合いたいとかそんなんじゃなくて、彼女いるの知ってるし、迷めい惑わくだとは思ったんだけど、最後に気持ちを伝えたくて…やだ、もう…」

　混乱して告白までしてしまった。自分でなにを言っているのかわからなくなり、耳が熱い。

「ありがとう。でも、どうするの？」

「…どう？」

　永嶋くんはプログラムを指差す。その指の先には今となっては読み間違えることはない名前がある。

　穂村有あり佳よし。我が校の生徒会長殿どのの名前だ。

　中学生の頃ころのわたしは、有佳をユカだかユウカだか、とにかく女の子の名前だと思って疑わなかったのだ。

「俺をここに呼んだ後こう輩はい」

「本人かな？　同どう姓せい同名って可能性は？」

「男でこの名前はそういないと思うけど」

「そう、だよね」

（どうもこうも、とりあえず恥はずかしい。情けない。穴があったら入りたい）

「言わないから安心して。内ない緒しよにしとく」

　無む邪じや気きな微笑ほほえみに、きゅうんと胸が高鳴る。永嶋くんの笑顔を独り占じめする対価がこの勘違いだとしたら、ひどく手のこんだ嫌がらせだ。
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　和美に「どうだった？」と聞かれても、勘違いで五年間も片かた想おもいをしていたなんて言えなかった。もう少し時間が経たてば笑い話にできるだろうか。

　しかし、家に帰って妹に別れの曲を弾いてもらうと、素人しろうとのわたしの耳には驚おどろくほどノクターンに似ていて。笑い話どころかさらに混乱は増すばかりだ。

　交こう互ごに弾いてもらううち、中学生の夏の日、自分が聴いたのがノクターンだったのか別れの曲だったのかわからなくなる。

　曲名が違っただけで、永嶋くんの弾くピアノに感動したことはまちがいなかったのかもしれない。

（あの時聴いたのは別れの曲だったと信じたい…けど、ノクターンを練習してきた時間が無む駄だだったとは思いたくない…けど、ショパンの彼が永嶋くんじゃないのは嫌だ…だから、聴いたのは別れの曲だったと信じたい…けど…）

　思考がループして出口が見えない。

「もう一回、別れの曲！」

「またぁ？」

「あんたにも責任あるんだから、文句言わない」

「なんの話よ、もう」

　わたしの鼻歌を「ノクターン」と判断したのは妹なのだ。

　その夜、母から「いい加減にしなさい」とストップが出るまで、ノクターンと別れの曲を聴き続けた。いくら聴いても、むしろ聴けば聴くほどわからなくなる。

　ただ、ノクターンだろうが別れの曲だろうが、どちらにしてもまちがいなく片想いは終わってしまった。

　バレンタインにチョコレートを渡わたして、それできっぱりあきらめるつもりだったのに。余計な告白をしたばっかりに後味が悪く、さめざめと泣くことすらできない。
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　バレンタインの出来事を自分の中で整理できないまま卒業式の日を迎むかえた。和美にも詳くわしい話ができていないし、いつまでもこんな調子じゃだめなのに。

　高校生活最後の日こそけじめをつけなければと、久しぶりに早起きをした。

　人ひと気けのない朝の校舎は清すが々すがしくて、廊ろう下かを歩く足音が気持ちよく響ひびく。四階分の階段をあがり、わたしは音楽室を訪おとずれた。

　家で練習すると下手すぎて妹に笑われるから、こうして早く学校に来て練習をしていた。わたしにはピアノの才能がないらしくまったく上達しなかったけれど。

　五年間の集大成、引っかからずに弾ひけたら片想いはおしまい、もう考えない、と思うのにわたしの右手はぎくしゃくとして未練がましい。

　次こそは、とやり直しているとドアの開く音がしてぱっと手を止めた。

「邪じや魔ましました？」

　ひょいと穂村くんが顔を出す。

「ううん」

　へんに緊きん張ちようしている自分がいる。ショパンの彼は穂村くんかもしれないのだ。意識せずにいられない。

「ピアノの音が聞こえたんで、もしかしてと思って」

「その節はお世話になりました」

　イスから立ち上がりぺこりと頭を下げる。告白のことを聞かれたくなくて、「学校来るの早いんだね」と話題をそらす。

「生徒会で卒業式の準備をしてるんです」

「そっかそっか」

「ピアノ、なにを弾いてたんですか？」

「い、いやぁ。たいしたもんじゃないから…穂村くんは…ピアノ、弾ける？」

「はい、ちょっとやってました。そこそこ上手うまいんですよ」

「自信あるんだぁ、それは聴いてみたいな」

「いいですよ。なにかリクエストはありますか」

「…じゃあ、これ」

　譜ふ面めんを渡すと、「書きこみすごいですね」と笑われる。

「仕方ないじゃない…ピアノ習ったことないんだもん」

「ノクターンがショパンの彼との思い出の曲なんですか？」

　ぽろんぽろんと軽く練習をする横顔を見ながら、「そんなところ」とだけ答えた。

「じゃあ弾きまーす」

「はーい」

　三月の朝の光が淡あわく室内にあふれている。そっと落とされる指先が、先ほどまで自分が弾いていた楽器と同じだとは思えない優やさしい音色を奏かなでる。

　甘くて儚はかない、金平糖のノクターン。

　少しだけ開けていた窓から清せい涼りような風が吹ふき込んで、穂村くんの前まえ髪がみをなでる。その横顔が、五年前の夏の日に重なる。

　あの日から…わたしもこんな風に弾きたくて練習してきたのだ。

（全然だめだったけど。ああ、悔くやしい）

　五年間分の思い出がいくつもいくつも浮うかんでは消えていく。

　入学して、永嶋くんの名前を見つけたときは本当に本当にうれしかった。この運命の恋こいについて飽あきもせずに和美に話した。

（最後に永嶋くんと話せてよかったな。和美に告白のこと言ってないから、卒業式が終わったら話そう。笑うだろうなぁ、勘かん違ちがいだったなんて）

　それにしても永嶋くん、見た目だけじゃなくて中身も素す敵てきだった。

（ちゃんとわたしのことも知っててくれたし。あんな急な告白じゃなくて、普ふ通つうに話しかけとけばよかった。そしたらもっと、いっぱい、永嶋くんとの思い出ができたはずなのに）

　話しかけたくてきっかけを探し続けた日々も。永嶋くんが別れるたびに告白しろとうるさく言われ、ようやく決心した頃ころにはいつも新しい彼女がいるという繰くり返しも。不毛でもあきらめきれなくて、それでも片想いをしていることが楽しかった。楽しかったけれど、今日でおしまいなんだ。

　最後の和音が音楽室の空気に溶とけていく。

「こんな感じですかね。ど、どうして泣いてるんですか」

（どうして、って）

　ショパンの彼は勘違いで。それでも永嶋くんに恋をしていたのは勘違いじゃなくて。

　片想いが終わったのだとようやく理解した。

（失しつ恋れんしたんだから泣いたっていいじゃない）

「…穂村くんが知る必要はないから」

「俺の演奏、そんなに感動的でした？」

　消極的で、頑がん固こで、面めん倒どうくさいわたしは、今ここで正直に打ち明ける勇気など持ち合わせていない。

「うん」

　涙なみだでぐちゃぐちゃの顔で笑ってみれば、穂村くんは困ったように頭をかく。

「それは光栄だけど…もう一回弾きますか？」

　真ま面じ目めな顔をして言われるとからかわれているのか本気なのかわからない。

（どっちでもいいか、もう少しだけ聴いていたい）

「もう一度だけ、お願い」

「お安い御ご用ようです」

　濡ぬれた頰ほおに風が気持ちいい。ああ、きっと。優しい陽光に包まれた音楽室の風景を、これから何度も思い出すにちがいない。

　勘違いではじまった恋にしては十分すぎる終わり方だ。
















[image: たった５分の恋　広瀬未衣]




　昼休み特有のガヤガヤとした空間の中、私はお弁当の包みに手を伸のばした。

　お弁当の中身はなんだろう？

　今日も卵焼き、入っているかな？

　ママの作る卵焼きは、ほんのり甘くて絶品なんだ。

（メインは何かな？　ハンバーグ？　それとも、鶏とりの照り焼き？）

　甘あま辛からく味つけされた鶏の照り焼きの上に、白ごまをかけるのが我が家流だ。

　ウインナーもウズラの卵もかわいく変身して、お弁当箱の中に入れられている。

　甘いお醬しよう油ゆで炊たかれた煮に物ものも絶品だ。

　毎日、思う。料理上手の母を持つと、お弁当の時間が楽しみで仕方がないって。

　今日もわくわくしながら、お弁当箱のふたを開けた。

「あたった。鶏の照り焼きだ」

　そう言ったのは、私ではない。

　頭上から落ちてきた声の主を確かめるため顔を上げると、目の前で大きな手のひらがパンと合わさった。

「いただきます」

（うそでしょ!?）

「待ったあああ」

　そう言う私の声よりも早く、目の前に伸びてきた長い人差し指と親指は、お弁当箱の照り焼きを抜ぬき取った。

「わわわわ」

　あわてふためく私の声は、やはりここでも無視される。

　彼は、色いろ艶つやのよい照り焼きを、そのまま口の中に放ほうりこんだ。

「俺ほれのの勝はちち」

　母特製の照り焼きを頰ほお張ばり、幸せそうな笑え顔がおを見せて、私に向かってピースサインを送るのは、半年前にこの学校に転校してきた男子、井いノの瀬せ健けん太た郎ろうだ。

「勝ちじゃないー！　返して！」

「もう食べちゃった。今日もうまかったよ」

　先ほどまで頰一いつ杯ぱいに入っていた鶏肉は、いつの間にか消え失うせていた。彼のおなかの中に入ったらしい。

（健太郎に取られないように、素早くお弁当を広げたっていうのに！　今日も取られちゃうなんて！）

「ほんと葵あおいの母さん、料理上手だよな。明日あしたも楽しみにしてる」

「明日は絶対取られない！」

「いや、葵の弁当だけが俺の学校生活の生きがいだ」

「噓うそつき！」

「ははは」

　健太郎はそれだけ言うと、私の机の上に小さな紙パックのジュースを置いていった。

　毎日おかずを狙ねらいに来る代わりに、三日に一度くらいこうやって、彼はおかずと引き換かえに何かを置いていく。

　この間は、購こう買ばい部の特盛り焼きそばパンだった。

　私のおかずを狙うより、そちらの方が充じゆう分ぶんおなかが満たされると思うんだけど。

（それにしても、くそー！　今日は絶対取られないように、細心の注意を払はらってたのに！）

「ちょっと美み青お。さきにお弁当食べ始めないでって、いつも言ってるのに……！　って、あれ？　今日も負けたの？」

「……そう」

　遅おくれてやってきた親友、心ここ菜なは、落ちこむ私の姿を見て、すぐに状じよう況きようを察知したようだ。

「よっぽど、美青のお弁当が好きなんだねぇ。健太郎は」

「ほんとやめてほしい」

　教室を出ていく健太郎の後ろ姿は、とても満足そうだ。

（食べ物の恨うらみは怖こわいぞ！　覚かく悟ごしておけよ！）




　健太郎が通るたびに、女の子たちがかわいい、かっこいい、なんてはやし立てている。

　ええ。見た目はいいかもしれない。そして、性格もいいかもしれない。

　でも、「奴やつは弁当泥どろ棒ぼうだ！」と声を大にして言いたかった。けれど、言えない。

　健太郎は、廊ろう下かを歩いていき、角を曲がった。きっと今から購買部にパンを買いに行くのだろう。

　健太郎の白いカッターシャツが見えなくなって、私の心は「悔くやしい」から、少し「……寂さびしい」に音を変える。

　お弁当の中身を健太郎に取られないように、と毎日思っているのに……心のどこかでは、いつまでも狙ってほしいとも思っている。

　私は少しおかしい。




「井ノ瀬健太郎です。九州から来ました。よろしくお願いします」

　青い空がどこまでも続く暑い夏、彼はこの学校へ転校してきた。

　私の席は一番後ろだったので、首を長くして、黒板の前に立つ彼を眺ながめていた。

　先ほどまで、空を見ていたからだろうか。

　彼の姿に空の青と黒板の濃のう緑りよくが混じって、少し見えにくかった。

　彼の姿を見たクラスメイトから、こそこそと声が飛ぶ。その時、担任が教室の角を指さした。

「じゃあ、井ノ瀬君の席は、一番後ろの窓まど際ぎわで」

「はい」

「何かわからないことがあったら、前の席の葵さんに聞いてください。彼女はしっかりしているから」

　転校生君用の空いた席の隣となりでは、強きよう豪ごう水泳部所属の竹たけ森もり君がいびきをかいて寝ねていて、彼を特別扱あつかいする担任の先生によって、私が転校生のお世話係に任命されてしまった。

（学級委員でも何でもないんだけど……）

　そう思っていると、私の横を転校生君が通り過ぎた。知らない匂においがした。

　その匂いのする方に首を向け、私は後ろの席にカバンを置いた彼に向けて、言った。

「葵美青です。よろしくね。何かわからないことがあったら聞いてね」

「ああ、はい。井ノ瀬です。……よろしく」

　のどの奥にこもったような声の出し方だった。

　アーモンドのような茶色の瞳ひとみは、男子にしては大きいほうだ。その瞳は切れ長で、男子特有の目だとも思った。

　背は、１７２、３センチといったところかな？

　身長はそれほど高くないけれど、体格がしっかりしているからか、クラスの男子たちより少しだけ大人に見えた。

　彼の柔やわらかそうな髪かみが太陽の光を浴びて透すけて見えた時、低い声が届いた。

「あー、あのさ、葵さん、だっけ？　この学校の購買部ってどこ？」

「何買うの？」

「パン。昼飯、持ってきてないから」

　まだ一時間目だというのに、気が早いなと思いながら私は真実を告げた。

「今日、月曜日だよ」

「だから？」

「月曜日は、パン屋さん休みなの。だから、必然的に月曜日はみんな、お弁当になります」

「……マジで？」

「担任から聞いてないの？」

「聞いてない……まあいいわ」

　そして訪おとずれた昼休み。まだ友達のいない転校生君は、一人でふらふらと教室を出ていった。

（どこへ行くんだろう？）

　心配アンド興味がわいた私は、こっそり後をつけていった。

　彼は屋上の貯水タンクを背もたれにして、青い空を見上げていた。

（美しい人は何をやっても絵になるんだなぁ）

　そんなことを思って見ていたら、彼のおなかがぐうと鳴って、私は思わず吹ふき出してしまった。

「悪あく趣しゆ味み。見てたの？」

　笑った私に気づいた彼が、こちらを見て言った。

「うん。ごめん。お世話係だし。どこへ行くのかなって、気になって」

「まあ、行くとこもないしね」

「あのさ、一いつ緒しよに食べる？」

「え？」

「お弁当」

「……いいの？」

「いいよ。私、お弁当箱大きいから」

「ほんとだ。マジでかい」

「うるさい。本当のこと言うな」

　その時、私が持ってきていたお弁当の半分を彼が食べたことがきっかけで、彼は母の料理にはまり、それ以来、噓うそか本当かわからないけれど、私のお弁当を生きがいに学校へと来るようになった。




「健太郎って、九州弁出ないね」

「ほんと？　気をつけてる」

「別に出ても大だい丈じよう夫ぶだよ。私のお母さん、九州出身だし、慣れてる」

「マジ？　それは助かる」

　そんな会話を繰くり返し、二人でお昼ご飯を食べる日が続いた。

　転校生君を健太郎と呼び、健太郎も私の名字を呼び捨てにするようになった頃ころ、健太郎には女子のファンができ始め、気さくな性格に惹ひかれた男子がたくさん群がりだし、今では健太郎は、半年前に転校してきたとは思えないほど、クラスの中心的人物となっていた。

　お世話係の私の役目は、いつの間にか、健太郎を取り巻く女子にとられ、お昼を共にすることもなくなった。

　今、私と健太郎をつなぐものは、母が作るお弁当を食べ始める５分間、彼が私の元へやってくる時間だけになっていた。




「告白、しないの？」

「グフッ」

　当時のことを思い出しながら、お弁当を食べていた時、突とつ然ぜん放たれた親友の言葉に、思わずむせてしまった。

「こ、告白!?」

（心菜、何、急に言い出してんの？）

「お昼、来てくれてうれしいんでしょ？」

「ちょ、つまる、つまるっ」

　まだお弁当の半分も食べきっていない状じよう況きようで、突然何を言い出すのやら。

　あわててお茶を飲んだ私は、思わず購こう買ばい部へ行った健太郎が教室へ戻もどってきていないか確かめてしまった。きょろきょろと首を動かす。

　よかった。彼の姿はどこにもない。

　ふうと息を吐はき、もう一度お茶を飲む私に心菜が話しかける。

「自分でもわかってるくせに……いいの？　美青、このままで」

（このままで、と言われても）

「健太郎がわざわざ会いに来るの、美青だけだよ？」

（それは、お弁当があるから）

「本当にいいの？」

　念押しするように、心菜は言った。

「……うん」

　結果はわかっている。

（だって、健太郎は地元に…………彼女がいる）




　健太郎が転校してきて、一か月が経たった時だった。

　健太郎が持っていたスマホを落とした。

　私の足元に現れたスマホを拾い上げて、彼に渡わたそうとした時、スマホの画面に手が触ふれて、真っ暗な画面にライトがついた。その時、待ち受け画面が見えてしまった。

　健太郎の隣となりに、黒くろ髪かみの、目のまるい、愛らしい女の子が立っていた。

「これって……」

「ああ。中学の時の俺、若いだろ」

　そっちじゃなくて。とつっこむ前に、「うお！　見えちゃった！」と健太郎の背中にとびかかってきたクラスメイトの山やま辺べ君が言った。

「隣の子、誰だれ？　かわいいじゃん！」

　健太郎は苦笑いを浮うかべていた。

　お得意の必殺綺き麗れいな笑え顔がおの愛あい想そ笑いで、ごまかそうとしていると感じた私は、自ら言ってしまった。

「……お似合いだね？　……彼女？」

「……うん」

　恥はずかしそうに、けれど、とても幸せそうに微笑ほほえんだ健太郎の姿を今でもよく覚えている。

「九州で、彼女いたんだ」

　声が震ふるえた。

「九州で、じゃなくて。今もだよ」

「……遠えん距きよ離りってこと？」

「そう」

「へー。心配じゃねえの？」

　山辺君の言葉の後、健太郎は、今まで見たことのない切なげな表情でスマホ画面を見て、聞いたことのない低い声で言った。

「すげえ、心配」

　私はその横顔を吸いこまれるように見つめていた。

「彼女は？　心配って言わない？」

「……言ってる、かも」

「愛してんねぇ。愛されてんねぇ。アオハルだねぇ」

　どこかの中年オヤジのようにつっこむ山辺君の言葉に、相あい槌づちを打って、「うらやましいなー」と声を出すのが、正解だったのだろうか。それとも「彼女、大事にしてあげなよ」としっかり者のお姉さん役として言うべきだったのだろうか。

　けれど、その時の私は何も言えなかった。

「彼女のどこが好き？」

「どれくらい付き合ってんの？」

　山辺君が健太郎の肩かたを抱だき、話しかけながら、廊ろう下かを歩いていく。

　私の足は動かず、その場で固まるだけだった。

　ひんやりとしたコンクリートでできた廊下の上を歩いていく二人の背中を見つめながら、私は自分の心の奥に芽生え始めていた気持ちに気づいてしまった。

（私、健太郎のことが……好き、なんだ……）




　あれから五か月が過ぎた。

　健太郎と彼女がどうなったのか、私は知らない。

　そういう話をする機会がなかったというのもあるし、何より聞くのが怖こわかった。

　心菜は「もう別れたんだよ。きっと」と言っていた。

「高校生の青春なんて、家と学校がすべて。これほど遠く離はなれて、半年も付き合っていられるはずないよ」と。

「毎日、美青のところへ来ているのは、きっとそういうことだよ」と。

　本当は心菜の言葉がうれしかった。

　実際、健太郎が仲良くしている女子は、私だけだったから。

　心菜の言葉が真実なら、これから私は健太郎と恋こいをすることができるからだ。

　お弁当の時間が始まって訪おとずれるたった５分の幸せな時間を、24時間ずっと過ごすことができる。それはきっと味わったことのないような幸福感なのだろう。

「本当に……いいの？」

　お弁当を食べ終わる頃ころ、もう一度心菜にそう聞かれると、本当の気持ちがわからなくなっていた。




　友達という居い心ごこ地ちのよい関係を壊こわしたくない。傷つきたくない。

（けれど、もし、１パーセントでも可能性があるなら……）

　もうすぐ春が来る。二年生になれば、クラス替がえがある。私と健太郎は、離れてしまうかもしれない。

　もうお弁当の時間にすら、会えなくなるのかもしれない。

　それは嫌いやだ。私の中の私が強く言った。

　珍めずらしく降った雪がとけて、柔やわらかい日差しが水たまりに反射していた。

　雪解け水と、まだ少し残った雪が、町中をキラキラと輝かがやかせていた放課後の帰り道、通学路に健太郎がいた。

　きっと、どれだけ小さくても、私は彼を見つけてしまうのだろう。

　信号待ちで立ち止まっていた健太郎が、青になったばかりの信号を渡ろうとした。

（待って！）

　心が叫さけんだ時、私の口は無意識に彼の名前を呼んでいた。

「健太郎！」

　突とつ然ぜん走り出したのが、いけなかったんだ。

　よく考えればわかることなのに。

　あっという間に、私の視界から健太郎が見えなくなって、今見ているのは、透すき通った水色の空と、流れる白い雲だけになった。

　ドスンとかわいげのない音と共に、お尻しりに鈍どん痛つうが走る。

「いたたたた」

「何やってんの」

　あきれたような声が聞こえた瞬しゆん間かん、体が軽くなった。

　私は二の腕うでをつかまれて、軽々と持ち上げられていた。

「健太郎……」

「振ふり向いたら、ひっくり返ってるし……」

　口元に左手を当てて、笑いをこらえている。

　右手は、私をつかまえていて、二人の距きよ離りは今までにないくらい近くて。

　私の胸の心音は、早はや鐘がねを打ち続けている。

「ご、ごめんね。……ありがとう」

　雪解けの水に足を取られ、転んでしまったなんて、恥ずかしすぎる。

　真っ赤になる私を見て、また健太郎が笑う。その笑え顔がおに胸の奥がキュウと鳴いた。

「で、何？　今、名前、呼ばなかった？」

「あ、あのね、私、健太郎に話があって」

　私は、途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぎ、健太郎に話しかけた。

　健太郎は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いたが、すぐにいつもの平常心を取り戻もどして、低い声で「何？」と聞く。

「私……私ね……」

　生まれて初めての告白を、今からするんだ。

　そう思うだけで、冷や汗あせが出てきた。心臓が聞いたこともないほど速く音を立てている。

「どうした？」

　唇くちびるの端はしをキュウと上げて、首を少しかしげて、彼は言った。

　雪がとけていく。

　雲が青に溶けていく。

　心の靄もやが溶けて、大切な思いが言葉になる。

「健太郎が……好き……」




　雲間から太陽が出て、先ほどよりも強く、雪解け水が光を反射させていた。

　健太郎の表情が見えなくて、私は彼の腕をつかみたい気持ちになった。

　どうかこたえて、私の想おもいに。

　けれど、腕を伸のばす勇気なんてあるはずもなく、私は小さく握にぎりこぶしを作る。

　雲が動いて太陽が顔を出した。彼の顔が見えた。私は彼の目をまっすぐに見つめる。

　彼の長いまつげが、静かに揺ゆれた。




「……ごめん」




　健太郎はうつむいた。

　そして、そのまま言葉を続ける。

「俺……、地元に……彼女がいる」




　知っていたよ。

　知っていたの。




（本当は……わかっていた）




　健太郎の性格。

　コロコロと好きな人が変わるような人でないということも。

　だから、期待したんだ。

　健太郎は、私だけのところへ来てくれていると思ったから。

　私は健太郎の特別だと思いたかった。

「……健太郎がいつもお弁当の時間に来てくれるから……私に会いに来てくれているんだって思ってた……」

　健太郎は深く頭を下げると「……ほんと、ごめん」と言った。




（もういいよ。何度も謝らないで）

　そう言いたいのに、やっぱり言えない。

　今、言葉を紡げば、涙なみだがあふれると思ったから。

「葵の弁当、すごくうまくて」

「……うん」

（本当にお弁当だけが目当てだったんだ。それなのに、好きになって。バカだなぁ……私）

「もしかして、彼女が作ってくれたお弁当の味を思い出してた？」

　健太郎はうつむいたまま、頷うなずいた。

「……なに、それ……」

　私のつぶやきが健太郎にはきつく聞こえたようだった。

　何気なくしていたことが、これほど友人を傷つけていたなんて。そう心を痛めているのがよくわかる。

（なんだ……そういうことだったのか……）

　九州出身の母は、今もずっと九州の甘い醬しよう油ゆを使って味つけをしていた。

（その味は、健太郎にとって地元の味で、彼女との思い出の味だったんだ……）

「葵のやさしさに助けられてた……ごめん」

　もう一度、謝られて、私は息をついた。

「……もう……いいよ？」

「でも……」

「健太郎が、どれだけ彼女を好きか、わかったから……」

　本当は傷ついていた。でも、そう言わないと、心が納なつ得とくしないと思った。

　私はいつの間にか頰ほおに流れていた涙を拭ふいて、健太郎をまっすぐに見つめて言った。




「もうお弁当、取りに来ないでね」

「……」

「明日あしたからは自分でお弁当作るから。お醬油の味も変えて、特別おいしい調味料を使って、今よりももっとおいしいお弁当作るんだから」

　そんなの、簡単に作れるわけないのに。

　でも、そう言いたくなったんだ。女としてのプライドだった。

　健太郎は困ったように眉まゆを寄せ、「……わかった」と言った。




　イケメンの癖くせに、性格がいいから困る。

　モテる癖に、チャラくないから困る。

　私のことをふるくせに、私以上に傷ついた顔をしているから困る。

　困る、困る、と思いながら、初めて告白したいと想えるほど好きになった人が、健太郎でよかったとも思う。

　健太郎はずっと寂さびし気な目をしていて、私はこれ以上彼を困らせたくないと思った。

　私は胸にこみあげてくる思いをひた隠かくしにして、言った。

「健太郎。聞いてくれて……ありがとう」

　そして、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作った。

　きっと、引きつっていて、目も真っ赤で、不器用な笑え顔がおだったと思う。

　でも、彼の思い出に残る私は、笑顔がいいと思った。

「……こちらこそ、ありがとう。葵がいてくれたから、俺、この学校を好きになった」




（できれば、私を好きになってほしかったなぁ）

　透すき通るような水色の空を見ながら、一人きりになった私はそう思っていた。

（バカだなあ。バカすぎる）

　健太郎が彼女以外に心動かされることなんて、ないのに。

　彼がいつもスマホの画面を見ては、幸せそうに微笑ほほえんでいたのを知っていたくせに。

　自分の都合よく考えすぎていたみたい。

　たった５分の幸せを永遠の幸せにできるって思いこんでいた。

「はあ」と空に向かい、大きく息を吐はくと、雲が形を変えた。

　形を変えゆく空を見ながら、私は思う。

　私だけの味が作れるようになる頃ころには、きっとあの人以上に好きな人ができるはずだ。

　私の作るお弁当を、おいしいと笑顔で食べてくれる人。

　相思相愛になれる人。そんな人と、いつか出会えたらいいな……。

　でも、料理の勉強は明日からでいいかな。

　……今日だけは思い切り、健太郎のことだけを思って、泣かせて。




　健太郎、大好きだったよ……。




　ありがとう。
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　ふわりとコーヒーの香かおりがして、意識が呼び戻もどされる。

　目を開けて、自分が今まで寝ねてしまっていたことに気がついた。

　机につっぷしていた体をのそのそと起き上がらせると、すぐ前の席に苦く笑しようしている男の子──黒くろ田だくんが座っていた。

「……え？」

　寝起きの頭は状じよう況きようをすぐに理解してくれない。

　ぐるりとあたりを見回すと、窓の外は赤い。時計は18時少し手前をさしている。他ほかの同級生は誰だれもいない。

　もう一度黒田くんを見つめる。

　夢かと思ったのだ。寝る直前まで考えていたのは、彼のことだったから。

　不意にチャイムが鳴って、はっと我われに返り、自分の置かれている状態に気がついて、急に恥はずかしくなった。

　無意識とはいえ、黒田くんと何秒も見つめ合ってしまった。

　私がぱっとうつむくと、黒田くんの苦笑が濃こくなる気配がした。

「佐さ伯えき、授業終わってからずっと寝てたんだよ。大だい丈じよう夫ぶかなと思って部活のあとに見に来たんだけど」

　案の定だった、と言って黒田くんが缶かんコーヒーを差し出す。

　コーヒーの香りの正体はこれだったのか。

「そんな、悪いよ」

「いいって。自分の分も買ってきちゃったし、飲み終わるまで付き合って？」

　優やさしく微笑みかけられて、戸と惑まどいながら缶コーヒーを受け取る。

　あったかくて真っ黒な液体を口に含ふくんで、眉を寄せた。

「あ、ごめん。ブラックじゃないほうがよかったよな」

「ううん、目が覚める。ありがとう」

　そう強がって、無理やりコーヒーを流しこむ。

（これ、いつも黒田くんが飲んでるやつだ）

　そう思うと少しうれしかった。

　私と黒田くんは、そんなに仲が良いわけではない。

　さいきん修学旅行の班が一いつ緒しよになって、少し話すようになったくらい。

　同じ班になったのも、私の友人の彩あや香かちゃんと、黒田くんの友人の沢さわ村むらくんが幼なじみだったからだ。

　彩香ちゃんも沢村くんも、すごく元気で明るくて、修学旅行のルート決めなんかはいつも大おお騒さわぎだった。

　黒田くんはそんな二人をいつも冷静にまとめてくれて、うまく意見が言えない私にも穏おだやかに接してくれた。

　大人っぽい黒田くんは、私の憧あこがれだった。

「よく寝てたけど、寝不足だった？」

　なんとはなしにたずねられて、ごまかすように笑顔を返す。

「ちょっとね」

　寝不足の原因は黒田くんだ。

　ただの憧れは、いつの間にかほのかな恋こい心ごころになっていた。

　決定的だったのは、修学旅行の準備中。いつも通りまとまるまでずいぶん時間がかかった話し合いのあと、「佐伯、ありがとな」とわざわざ声をかけてくれたのだ。

　お礼の理由が思い当たらない私が、ぽかんと黒田くんを見返すと、

「あいつらなぜか佐伯の言うことは聞くから。佐伯がいてくれてマジでよかった」

　と柔やわらかく笑いかけられたのだ。

　落ちた。

（そんなの無理だ。落ちちゃうよ）

　彩香ちゃんと沢村くんが私の意見を聞いてくれるのは、口下手な私に同情してくれてるからだろうけど、それでも黒田くんにそんな風に言ってもらえると、自分がなにかいいものになったみたいでうれしかった。

　それから、私の頭の中は黒田くんのことでいっぱいになっちゃって。修学旅行が早く来てほしいような来てほしくないような。そんなもだもだした気持ちを抱かかえ続けた結果がこの寝不足だった。

「なんか悩なやみごと？」

　妙みようにつっこんでくる黒田くんに困ってしまって、私はとりあえず首を振ふる。

　どうすればあなたと仲良くなれるか考えてて眠ねむれませんでした、なんてまさか言えるわけもない。

「恋れん愛あい関係、とか？」

　静まり返った教室で、ひそやかに爆ばく弾だんを落とされて、私はパッと顔をあげてしまう。

「あたりだ」

　黒田くんの目が細められて、薄うすい唇くちびるが弧こを描えがく。

「佐伯って好きな人いるんだ？」

　疑問形だけど確信的に言われて、私は言葉につまったまま小さく頷うなずいた。

「へぇ、誰？」

「……秘密です」

「なに、それ」

　黒田くんがあっさりと吹ふき出す。そこに、追つい及きゆうしようという雰ふん囲い気きはなかった。

　ほっとしたけど、「あれ？」って思った。

「告白しないの？」

「……たぶん叶かなわないから」

「そっか」

（なんて、ほら。興味のなさそうな返事）

　話の終着地点が見えない。

　会話の流れが止まる。

　両手で持った缶コーヒーをぎゅっと握にぎって、その香りに急せかされるように、何か話さなきゃと口を開く。

「黒田くんは、誰が好きなの？」

（……失敗）

「てか、いること決定？」

　黒田くんが、おかしそうに笑う。

（ごもっともですね）

「いないの？」

「いるけど」

　胸が、大きく高鳴る。




　いるんだ。

　いるんだ。ちょっと、ねぇ、どうしよう。聞きたくないよ。

　心臓がうるさい。聞きたくないよ。だって、きっと、それは私じゃない。

　逃にげ出したい。




「誰って聞かないの？」

「……誰？」

　声が震ふるえるかと思ったけど、意外にもきちんと黒田くんの目を見て、私は聞いた。

　黒田くんは笑う。

　まるで、嘲あざ笑わらうみたいに。

「牧まき田た彩香」

（よりにもよって）

　大きな動どう揺ようと、小さな小さな期待が生まれる。

　あの二人はまだ付き合っていない。

　けれど小さな頃ころからの幼なじみだというあの二人の間には、他人が入りこめない空気があった。

　いずれ収まるところに収まるんだろうって周りのみんなが思っていると思う。

「昨日、沢村にばれちゃったんだけど」

「うん」

　半分くらいしか頭に入ってこなかった。半分くらいは頭に入った。

「沢村は別の子が好きなんだって」

「……え」

　私のわずかな期待があっさりと踏ふみつぶされて、私は呆ぼう然ぜんと黒田くんを見つめる。

「もっと大人しくて優やさしくて、笑え顔がおが可か憐れんな女の子が好きなんだってさ」

　黒田くんが含ふくみのある目で私を見る。

（ああ嫌いやだ。嫌だ、この流れ）

「そう、なんだ」

　かすれる声でなんとか応答して、うつむく。

　ぜったいに変な顔をしてるだろうから。

「そういうわけだから、協力よろしくね」

　黒田くんの軽い口調に、もう一度のろのろと顔をあげると、黒田くんは少しだけ緊きん張ちようしたような顔をしていた。

「……無理だよ」

　私は、できるだけ笑みを浮うかべて、すごい引きつってただろうけど、でも笑顔で言った。

　それが、できれば冗じよう談だんにでも聞こえるように。

「なんで？」

　黒田くんの声が真しん剣けん味みを帯びる。そこには悲しみとか動揺とかが混じっててちょっと焦あせった。




　なんでって、それは私があなたを好きだからだよ。好きなんだよ。嫌だよ。そんなこと頼たのまないでよ無神経。

　まだ期待を捨てきれずにいる私はどんでん返しを狙ねらってたりするんだよ。だって、彩香ちゃんが好きなのは沢村くんなの。だから、黒田くんがふられれば私にもまたチャンスがあるかもなんて。

　なんてずるいんだ。ずるいよ私は。いっそのこと、彩香ちゃんが好きなのは沢村くんだってはっきり言ってしまおうか。

　でも、黒田くんが傷つくのは見たくない。




　私が物思いにふけってる間に、黒田くんは一つの結論にたどり着いたらしい。

「牧田が、沢村のことを好きだから？」

　その声には、明らかな落らく胆たんとか喪そう失しつとか悲しみとかがつまっていて、なんだか小さくて弱々しくて、黒田くんらしくなくて。

　それは事実だけど、実際、私もそう言おうと思ったけど、なんだか、すごく悔くやしかった。

　当たり前だけど、その考えは彩香ちゃんが中心で、黒田くんの頭の中は彩香ちゃんでいっぱいで、私のことなんか片かた隅すみにもなくて。




「ちがうよ」

　私の言葉に黒田くんの顔があがる。




「私が、黒田くんを好きだからだよ」




　黒田くんの目が、思い切り開いた。

　私は、至し極ごく落ち着いた動作で、冷めたコーヒーを口にする。

　ひどく苦いそれがのどを通ると、糸が切れたように涙なみだが流れた。
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１．再会




『もしかして、俺の目の前に座ってる？』




　五月、差しこむ日差しがまぶしい朝の通学電車。

　ちょうど電車が三み鷹たか駅を通過した頃ころに制服のスカートのポケットで携けい帯たいが震ふるえ、私は画面を開く。

　メッセージはＳＮＳのショートメッセージ機能を使って来ていた。

　差出人は『河こう野の文ふみ哉や』。

　その名前が視界に飛びこんできた瞬しゆん間かん、周りの音が止まった気がした。

　震える手で相手のアイコンをタップすると、サッカーのユニフォームを着ている男子の写真が画面に表示される。

（まさか）

　恐おそる恐る顔を上げると、向かい側の座席に座っていた男子と目が合った。

　顔に見覚えがありすぎる。

　記き憶おくの中の面おも影かげがある。

　まさか、そんな偶ぐう然ぜんってあり得るんだろうか。

　彼は右手を振ふってにやりと笑い、席を立った。




「え、あの」

　周りの目線と、車窓からにじみ出るまぶしい日の光に溶とけこむ彼の笑顔を交こう互ごに見ながら、私もつられて腰こしを上げる。いいよ座ったままで、とジェスチャーされ、私は座ったまま彼を見上げる形になった。

　無造作な黒くろ髪かみのくせに整った顔のおかげで何でも様になって見える彼を、私は絶句してただ見つめた。凡ぼん人じんの私にはどうやっているのかまったくわからないけど、ありきたりなダサい制服さえも格好よく着こなしている彼。

（やっぱり見覚えがある）

　驚おどろきとうれしさと戸と惑まどいの波が一気に押し寄せて、私は視線を泳がせた。

「どっかで見覚えあるなって思って。何年ぶり？」

　彼の言葉に、私はあわてて頭の中で彼と最後に会った時間まで遡さかのぼる。

「九年ぶりかな」

「うわ、もうそんなに経たつんだ。懐なつかしいな、愛え媛ひめ」

（そんなに経つんだね、ほんとに。しかも同じ高校の制服を着てるなんて）

　彼は小学校二年生のとき愛媛から転校していってしまった、私の初はつ恋こいの男の子だった。

「岸きしさんも東京に引っ越こしてたんだね、俺の転校後」

「うん、どこに引っ越したのかも知らなかったからまさか会えるなんて」

「俺もびっくりした。ＳＮＳに載のってる岸さんの制服の写真、それっぽいなとは思ってたけど本当に同じ高校だったなんてさ」

　変な表情してなかったかな、と耳が熱くなる。こっちのことを気にしてくれていたのがうれしい。これは夢じゃないだろうかとこっそり頰ほおをつねる。

（大だい丈じよう夫ぶ、夢じゃない）




「じゃあ俺Ｃ組だからこっち」

「そうなんだ、またね」

　手を振って私はＡ組の教室に入った。

「岸さん、河野と友達なの？」

　扉とびらを入ったところで後ろから急につつかれ、文字通り飛び上がった。

「岩いわ瀬せさん！　え、なんで」

「さっき一いつ緒しよに歩いてたから」

　同じクラスの岩瀬さんはダンス部で華はなやかなグループに属していて、私とはつるむ層が違ちがう。普ふ段だん必要以上に関かかわらないグループのかわいい子から、雑談で声をかけられることなんてめったにない。

「私の幼なじみの親友なんだ」

　こいつの、と岩瀬さんが後ろにいる長身の茶ちや髪ぱつくんを指さす。

「え、藤ふじ井いくんの」

　藤井孝こう輔すけくんはサッカー部の中でもずば抜ぬけて目立つ方で、その隣となりによく河野くんがいると思うとしっくりくる。私は深く納なつ得とくした。

「何つながり？」

　これが多分、藤井くんとしゃべった初めての瞬間だ。

　昔同級生だったつながりと経緯いきさつを話すと二人とも目を丸くした。

「うっそ、そんなことあるんだ！」

「すげえな、まじでドラマとかにありそうな展開」

　すごいすごいと言いながら、私たちは河野くん話で盛り上がった。

　昔の記憶の中の河野くんと、今の河野くん。

　きっと変わってたりするんだろうななんて思いながら話を聞いてみると、どうやらあんまり変わってないらしいことだけはよくわかった。

　誰だれにでもフレンドリーでサッカー一筋少年。部のレギュラーから一度も外れたことがないらしい。

　でもやっぱり九年間の空白は大きい。この人たちは最近の河野くんを知っている。私は知らない。当たり前のことだけど大きな壁かべを感じて、勝手に少し寂さびしくなった。




２．学校で




　それから、河野くんは学校の廊ろう下かでよく声をかけてくれるようになって。私たちはよく昔の話をした。

「担任の高たか田だ先生覚えてる？」

「覚えてる！　うわ懐かしい、体育の先生の。俺授業中寝ねてめっちゃ怒おこられてた」

「みかん農園の遠足とか」

「行ったわ！　懐かしすぎるだろ」

「河野くんてさ、近くの公園でサッカーの自主練してたときなかった？」

「え、なんで知ってるの」

「帰り道に見かけたことあるから」

「ひょっとして家あのあたりだった？」

　住んでいた町名を言われて私は頷うなずく。

「うわまじかめっちゃ恥はずかしい、俺誰にも言ってなかったのにバレてるとか。たいてい俺が公園で自主練してるときって試合負けた後に泣きながらやってたりしてたからさ、恥ずかしすぎるんだけど」

（知ってる）

　だって私が好きになったのは、泣きながら一生懸けん命めいサッカーの自主練習をしてた河野くんだったから。

（全然恥ずかしくなんてないよ）

「陰かげで努力してたってことじゃん、すごいよ」

「まあそう捉とらえてもらってたなら良かったけどさ」

　そう言って河野くんは、私の好きなあの笑い方で笑った。片方のほっぺたにえくぼが浮うかぶ笑い方。

（うん、やっぱり九年経っても私は河野くんが好きかもしれない）

　その笑え顔がおを見た瞬しゆん間かん、そう思ってしまった。




　最近は吹すい奏そう楽がく部のパート自主練中でも、河野くんの姿を探してしまう。校舎の教室は校庭に面しているから、サッカー部の練習風景がよく見える。

　私の自主練での定位置は、いつの間にかすっかり窓まど際ぎわになった。

「ほんとだフルート吹ふいてる。この前吹奏楽部って言ってたからさ、教室のぞいてみたらいたわ」

　校庭に面した一階の教室の窓の外から、ユニフォーム姿の河野くんが話しかけてくる。

「アイスいる？　二個入りだから片方あげる」

「すっごくありがたいんだけど、ごめん今練習中だから物食べられない、楽器吹いてるから」

「そういうもんなの？」

「そういうもんなの。ほら練習戻もどって」

　そう言うと「へーい」と河野くんが戻っていく。

（くそう、食べたかったなあのアイス）

「何、恋こいの予感？」

　先せん輩ぱいと後輩がニヤニヤとこっちを見つめてきて。

「そんなんじゃないですってば」

　顔を振ふってごまかす。多分今、顔が赤い。

　それから河野くんはふらっと猫ねこみたいに気まぐれに現れるようになった。たまにきては話しかけてくれるのがうれしくて、放課後は待ち遠しい時間に変わった。

　恋ってすごい、今までなんとなくやり過ごしてた部活の時間さえも変えてくれるのだから。




「このペンいいよね私も持ってる」

　河野くんと初めて会った朝以来、岩瀬さんはだんだん私に話しかけてくるようになった。彼女が来ると藤井くんもふらりと来たりする。私の机の周りはいつの間にかこの二人がくることで華やかになっていた。

「岩瀬、人の筆箱漁あさるなよ。お前の悪い癖くせだぞそれ」

　今日も藤井くんが通りがけに岩瀬さんに声をかける。藤井くんて岩瀬さんの保護者みたいだな。二人の様子を眺ながめていると「ごめんな」となぜか藤井くんが謝ってきた。

「岸さんだって私の筆箱見てるもんほら」

「うん、人の筆箱って楽しいよね。使いやすい文ぶん房ぼう具ぐとか参考になるし」

「わかってくれる人いたじゃんほらあ！」

「大だい丈じよう夫ぶお互たがい許可取ってやってるから、ねえ？」

　二人で藤井くんを見ると彼は頭を抱かかえた。

「いやまじかこいつと同類の子とか初めて見たわ」

　首をひねる藤井くんそっちのけで岩瀬さんはまだ私の筆箱の文房具を眺めている。

「わ、これ昔流行はやった虹にじ色いろ鉛えん筆ぴつじゃん。懐なつかしい！　どうしたのこれ」

　芯しんが七色で、描かくポイントによって色が変わる鉛筆。

「昔からずっと入れっぱなしにしてる、なんとなく」

（噓うそだ）

　なんとなくじゃなくて、わざと持ち歩いてるけど。

　もう九年にもなる。




　九年前、私たちがまだ東京に来る前。私のおぼろげな記き憶おくの中で一番はっきりしている思い出。

「俺転校するからさ、みんなに渡わたすプレゼント考えてるんだけど何かほしいものねえ？」

「ゲームソフト」

「サッカーボール」

「無む茶ちや言うなよ文房具とかにしろよ、でも鉛筆とかだと味気なさすぎだよなあ」

　男子陣じんの中心で河野くんはぶつくさ言っていた。

　そのそばをちょうど女子何人かで通りかかっていた私は思い切って声をかけたのだ。

「虹色の鉛筆とかは？」

　ただの鉛筆じゃだめならさ、と私がつぶやくと女子陣がぱっと私を振り返った。

「あ、それ最近流行ってるやつだよね私もほしい」

「うん、それほしい」

「なかなか自分じゃ買わないし」

　みんなが口々に賛同する。

「そんなのあんだ」

「へえ」と河野くんが顔を上げる。

「サンキュ」

　そう言い残してまた男子陣の会話に戻っていく彼を、私は胸を高鳴らせて見つめた。

　その時のことは、今でもよく覚えている。




　終業式の日にも吹奏楽部には練習があって、その日も河野くんは私のパート練習場所の教室にふらりと現れた。また校庭側の窓から。

「練習終わったの」

「もう片付け。あれ、今日サッカー部オフじゃないの」

　校庭には今日ボールを追いかける部員の姿は見えなかったはずだ。

「近くで自主練してた。一人？」

　空っぽの教室を見て、彼が言う。

　いつも涼すずしい顔してるくせに実は裏でそうやって努力家なところ、ちっとも変わってない。

「片付けって言ってもあと少しだけだし、みんな疲つかれてるから」

「ひょっとして岸さんてエレベーターとか他ほかの人のためにドア開ける頻ひん度ど高かったり、人によく道聞かれたりするタイプ？」

「うーん、割とあるかも？」

「……岸さんって、いいやつだな」

「そんなことないよ」

（自分から誰だれかにものを頼たのむのが苦手なだけなんだよ）

　そう思いながら机と椅い子すを元の位置に戻す。

（よりによって一人の時に会っちゃうなんて）

「あのさ、明日あしたから夏休みじゃん」

　河野くんが呼びかけてくる。窓のそばに近寄ると、彼は地面に座ってなぜか手に持った夏祭りのチラシを見つめていた。

　伏ふせた長いまつ毛越ごしの彼の目が綺き麗れいで、思わず見とれてしまう。

「この夏祭り、行かね？」

（正面から見なくても目の綺麗さがわかるな）

　そんなことを考えていて、私の反応は一いつ瞬しゆん遅おくれてしまった。




「うん行く……え、何て？」

「だから、これ」

　彼が立ち上がり、目の前にチラシを広げて見せる。

「岸さんのクラスの孝輔と岩瀬も誘さそってさ。四人で行かない？」

（びっくりした。そりゃそうだ、二人でなんて行くわけない）

「え、いいの私が行って。てか彼女とかと行かなくていいの」

「あのな、俺彼女いねえし今。俺が誘ってるからいいの」

（彼女いないんだ）

　きっかけがないとそんなことも聞けない自分が悲しいけど、ふわふわと心が軽くなる。

「いいね、日曜なら練習オフだから行けるよ」

「じゃあ決まりな。また連れん絡らくする」

　さわやかに手を振って河野くんは帰っていった。

（片付け、一人は寂さびしいけど、今日ばかりは一人でよかったかもしれない。もしかしたら気き遣づかってくれたのかな）

　ひとりでに上がってしまう口角を必死で押さえ、私は音楽室に戻もどる準備を始めた。




３．言えなかったこと




「岸さんいたいた！」

　夏休みに入った直後の夏祭りの夜。待ち合わせ場所で、三人は私を見つけてかけ寄ってきてくれた。

「あのさ、岩瀬がたこ焼き食いたいらしいんだけど花火も場所取りしなきゃじゃん。二手に分かれて岩瀬と孝輔がたこ焼き組、俺と岸さんで場所取り組ってのはどう？」

「私、岸さんとたくさん話したいのに」

「いや岸さん疲れちゃうから、ここは幼なじみこき使え」

「おい」

　こき使えと言われた藤井くんが、河野くんの肩かたを軽くチョップする。

「それもそっか、岸さんに申し訳ないしね。後で話そ！」

「俺をこき使う発言否定しろよ！」

　藤井くんの叫さけびも虚むなしく、じゃあそういうことで、といつの間にか私は河野くんと場所取りに行くことになった。

「孝輔って岩瀬のこと好きなんだよ。だから機会作ってやろうと思って。ごめんないきなり」

「そうなんだ」

　ちょっとほっとした自分がいる。

　実は河野くんは岩瀬さんのことが好きだけど二人っきりで誘えないから私もついでに、みたいな展開を少し予想していたからだ。その通りにならなくてよかった。

（頑がん張ばれ藤井くん）

「……あと、ずっと言わなきゃって思ってたんだけど、ちゃんと話さないといけないことがあって」

　彼の目線が泳いで下を向いた。少しの沈ちん黙もくの時間が横切る。その視線の動きに、なんだか胸が暗くざわついた。

「どうしたの」

　私の声は空中に上がる花火のお腹なかに響ひびく音と、周りの歓かん声せいにかき消された。

　花火が始まったのだ。




「……俺さ、実は昔の岸さんのこと覚えてないんだ」

　河野くんの顔が、次の音が届くより早く開いた花火の光に照らされる。

　一いつ拍ぱく遅れて、ドン、という音がまたお腹の底に響く。全身に響く。

　花火の光は、音よりも早く人間に届く。

（理科の授業で習った通りだ）

　そんな関係ないことが頭の中によぎり、目の前の彼の輪りん郭かくを曖あい昧まいにする。

「何年か前にＳＮＳでつながったときは岸さんが愛媛の共通の知り合いと何人もつながってたから、俺の知り合いかなって思って友達申しん請せいしたんだよね。小学校の名めい簿ぼ確かく認にんし直したら、確かに岸さんの名前があって、同じクラスだったってことはちゃんとわかったんだけど」

（ああ、そういうことだったんだ）

「見覚えあるなって思って」と言ったのはきっと、『ＳＮＳ上で見覚えがあって』、ということで。

　私の顔を見て「こいつ昔会ったことある」「ああ小学校のあの子か」って気づいてくれたわけじゃない。

（私のことを覚えていたわけじゃない）




『見覚えある』

　そう言われた瞬しゆん間かん、うん私もすぐわかった、あれから何度も写真を見返したあの顔だ、変わってないね。そう思ってしまった自分が恥はずかしい。

「すごく楽しそうに昔の思い出話してくれるから、俺も話せないままズルズルきちゃって。でも噓うそつくみたいで嫌いやだったから、ちゃんと話さなきゃって」

　こんな話の間にも、背景では夜空に浮うかぶ光の花とそれを追いかける音のやり取りが繰くり返されていく。

　光も音も、全部が水の中みたいにくぐもっていく。

「仲良かった男子は覚えてるけど、女子全然覚えてなくて……」

　ごめん、と彼がつぶやく。その姿に胸の奥がきしむ。

　覚えていなくても無理はない。

　だって私にとって彼はたった一人の、好きだった男の子で、私たちにとってはたった一人の転出してしまうクラスメイトで。

　対して私は、転校する前のクラスにいたという事実だけの、なんとも思われていなかった只ただのクラスメイトの一人にすぎない。

　ワンオブゼム。大勢の中の一人。

　しかも小二の出来事だ。はっきり覚えていない方が普ふ通つうかもしれない。

　それでもやっぱり、忘れられていたという事実が胸のあたりをじりじりと焦こがす。

　胸の奥にレモンを放ほうりこんだような味が広がっていく。

（何でその可能性をまったく考えなかったんだろう、私。身の程ほど知らずにも程がある）

　最初から勝手に期待なんてしなければ、こんな痛い思いをすることもなかったのに。

「いいの全然、覚えてない方が普通だって、小二だし。私も転校前のクラス、はっきり覚えてない人、たくさんいるもん」

（全然良くなんかないけど、本当は覚えてたって言ってほしかったけど、今九年経て、隣となりで花火を見られる状じよう況きようにあるって方が奇き跡せきだ）

　自分に言い聞かせながら花火を見上げる。

「ほら花火綺き麗れいだよ見ないと損だよ」

　夜空を指さしても河野くんの顔は晴れない。

「俺さ、せっかくまた会えたんだし、岸さんと今度はちゃんと友達になりたい」

　友達、と口の中で言葉を転がしてみる。『友達』の響きがこんなにもうれしくなかったのは、人生で初かもしれない。

　恋れん愛あい対象ですらないとつき付けられているみたいだ。

「気分悪くさせたらごめん。でも俺本当にそう思ってる」

　心配そうな表情で河野くんが顔をのぞきこんでくる。

（ああ、気を遣つかわせてる）

　そう思ってまた胸がちくりと痛んだ。




「今度は絶対、忘れない」

　約束。彼が右手の小指を出す。指切りをしようとしているのだと気づいて、私もあわてて右手の小指を出す。

「また遊ぼうな」

「うん」

　小指同士が絡からまった瞬間、汗あせばんだ小指から手のひらに電流がびりっと走った気がした。

「文哉、岸さん！　わりい、たこ焼きの列めっちゃ並んでて」

「遅おそくなってごめんね、ほんと！」

　遠くから声が聞こえる。たこ焼き組が、走って戻もどってくる。

「おい、孝輔」

　河野くんが藤井くんの肩かたに手を回して、ひそひそと何かを尋たずねる。

「いや特に何も、うるせえよお前だってフリーだろ」

　そう言いながら藤井くんがやれやれと首を振ふる。

　河野くんがこっちを一いち瞥べつして岩瀬さんを指さす。

　了りよう解かい、と私はまだ痛む胸を抱かかえて小さくうなずいた。

「どうだった？」

「え、何が？　ああたこ焼き？　だいぶ並んだけど買えてちょー満足！　ほら食べて！」

　河野くんが頭を抱える。

（二人っきりにしたけど結局何もなかったみたいだね）

　二人で視線を合わせて私たちは苦く笑しようした。

　クライマックスに差し掛かかった夜空の花が、上空で開きながら音を轟とどろかせる。

　花火を見上げて「うわあ綺麗」と目を輝かがやかせる岩瀬さんを、藤井くんが優やさしい目で見つめるのが私にはわかった。

（本当に好きなんだ。でも気持ちはなかなか言えないんだね。私も言えないけど）

「このメンツ楽しいな、また遊ぼうぜ」

　藤井くんの言葉には下心が透すけて見えるけど、リップサービスでもすごくうれしい。

「そうだよまた遊ぼ！」

　岩瀬さんが、両手を打ち合わせながらこっちを向く。

「うん、また遊びたい」

　私の言葉にも実は下心があるけど、多分みんな気づかない。

　視界の隅すみでピースサインをしながら笑いかけてくる河野くんの姿を確認して、私もこっそりピースサインを返した。

　そして心の中だけでつぶやく。

（サヨナラ、私の初はつ恋こい）




４．君のいる夏




　花火の夜から一週間後の日曜日の朝は、夜通し降った雨のせいで湿しつ気けがすごかった。

（せっかくのオフなのに）

　ベッドに寝ねそべったまま天てん井じようを見上げていると、携けい帯たいが枕まくら元もとで二度、メッセージの通知を知らせて短く震ふるえた。

『河野文哉：朝起きたら虹にじかかってた！　窓の外見てみろよ、しかも二重！』

　送られてきたのは住宅街の上にかかる綺麗な七色のアーチの写真。

　文字からでもテンションだだ上がりなのが伝わってきて、私は思わずにやついてしまう。

　写真をよく見つめてみたら、綺麗な虹の上にもう一つ薄うすい虹ができていた。

（ダブルレインボーだ）

　珍めずらしい。写真を撮とってわざわざ送ってくれるわけだ。




　ダブルレインボー。二本の虹。虹。虹色鉛えん筆ぴつ。




　ねえ、君が転校する時にクラスのみんなに渡わたすプレゼント、虹色鉛筆がいいってまっ先に言ったのは私なんだ。

　君は覚えてないけど、転校前の最終日にくれたプレゼント、虹色鉛筆が入ってて感動したんだ。

　覚えてくれてたんだって思ってうれしかったんだ。

　だから虹色鉛筆は九年経たった今でも筆箱の底に眠ねむっている。

　使えないまま、ずっと。

　お守りみたいに持ち歩いたまま、ずっと。

　ありがとう好きでしたって伝えられないまま、ずっと。

　多分これからも筆箱の底に眠ったままにすると思う。

　長い間入れたままだったから、なくなったらきっとなんだか物足りないしそこにないのが気持ち悪くなる気がする。

　気持ちを伝えられないまま偶ぐう然ぜん全く違ちがう場所で再会して、でも恋愛小説とか漫まん画がみたいに実は両思いでしたなんて展開もあるわけなくて、そんなのありっこないってわかりつつも期待なんかしちゃって。

　初恋の終しゆう止し符ふが『覚えてもらえてすらいなかった』なんて形で九年越ごしに打たれるとは思ってもみなかった。

　でも、九年経て、違う場所で会えたこと自体が、その上こうして連れん絡らくをくれること自体が奇き跡せきみたいなもので。

　ダブルレインボーができるよりも、それはきっと奇跡だ。

『日曜オフって前言ってたけど、今日ヒマ？　俺らもオフだしこれから晴れるらしいからこの前のメンツで江えの島しま行こうって』




　私が本当の気持ちを口にしたら、この関係は崩くずれるかもしれない。

　今はこの関係で、気持ちを伝えられなくてもいいから君のそばにいたい。

　だから走って行くよ、一いつ緒しよにどこにでも。

『行く！』

　今日も会えるし、これから夏休みの間に練習するサッカー部と学校ですれ違えるかもしれない。

　学校で練習している様子が見られるかもしれない。

　学校でも日常でも、河野くんがどこかにいる。話しかけてくれる。

　物語みたいなミラクルが起こらなくたって、それだけで今は十分かもしれない。

　君がいる夏休みはまだ、始まったばかりだ。
















[image: キャンバスに星空を　植原翠]




「今夜は流星が見られるんだって」

　絵え里り先せん輩ぱいはキャンバスに群ぐんじ青よう色の絵の具をのせて、背後の僕に語りかけた。

「屋上の鍵かぎ、こっそり職員室からくすねてきちゃおうと思ってる。これ、先生には秘密な？」




　高校一年の夏、僕は初めて「美術部に合宿がある」という事実を知った。

　夏休みの頭頃、一いつ泊ぱく二日で学校の生せい活かつ棟とうを借りる。これは夏に行われる美術コンクールに向けて、出品作品に長い時間向き合うことを目的としているのだ。

「稔みのる、少しはまともにデッサン描かけるようになった？」

　合宿一日目、三年の絵里先輩がからかってくる。僕は自分のキャンバスに木炭で描いた絵をにらんだ。

「いや……全然」

「ほんとだ！　ひっどい絵だね」

　絵里先輩はフォローするでもなくばっさり本当のことを言って大笑いした。

「辛かろうじて人の顔かなーとは思うけど、まずこれは男なの女なの!?」

「仕方ないじゃないですか。僕、今まで絵なんて描いたことないんですから」

　むくれてイーゼルの角度を変え、先輩の視界から絵を隠かくす。先輩はより笑った。

「なんでそれで美術部入る気になったの!?」

　誰だれのせいだと思ってやがる。僕は口の中でつぶやいた。




　春、校舎の廊ろう下かに飾かざられていた絵里先輩の絵を見て、僕は足が動かなくなるほど心を奪うばわれた。森の中で望遠鏡を置いて、夜空を見上げる少女の絵だった。絵の中の少女の長い髪かみに、星ほし屑くずがきらきらと憩いこう、幻げん想そう的で神秘的な美しい作品だ。絵に疎うとい僕ですら、その端たん正せいな色使いに感動した。

　あの絵を描く人はきっと、素す敵てきな人にちがいない……そう思って、作者の「坂さか本もと 絵里」に会うために、僕は絵なんか描かないくせに美術部に入部したのである。

　つまり、僕がこんなに自分に合わない部活に入ってしまったのは絵里先輩のせいだ。

「はあ、これ人物画だもんねえ。ひどい顔。モデルがいたら殺されるぞ」

　きっと素敵な人だろうと思っていた「坂本 絵里」は、会ってみたらこんなに僕をバカにする人だった。

　あの絵の中の愛らしい少女とは程ほど遠とおい、男おとこ勝まさりな言こと葉ば遣づかいでガサツな言い回しをする。星の光を宿す長い黒髪ではなくて、肩かたにもつかないほどの短い髪だ。服装も制服のスカートでいることはほぼない。いつもジャージ姿だ。

　正直言って、女の子らしいタイプではない。

「ま、こんだけ笑っておいてアレだけど、私もこの部活入るまで絵なんて描いてなかったんだけどね」

　先輩が再びキャンバスに向かう。僕はその横顔を眺ながめていた。

「中学では美術やってなかったんですか？」

「うん、他ほかの部活やってた」

「じゃ、先輩も最初は絵が下手だったんですか？」

　率そつ直ちよくに聞くと先輩は苦笑いした。

「まあね。最初の年のコンクールまでにまともに描けるようになりたくて、祐ゆう一いちに教わった。それでそこそこの実力はつけたつもり」

「部長から教わったんですか……」

　星ほし谷たに祐一先輩はこの美術部の部長である。絵里先輩はちらっと、部室のすみっこにいる部長に目をやった。

「教わったけど、あいつは勉強してるというより才能だったからなあ。結局、私には追いつけなかった」

「そんなことないですよ。僕は先輩の絵、好きですよ」

　ちょっと勇気を出して言った褒ほめ言葉だったのに、先輩には響ひびかなかった。

「あんたが好きでも意味ないから」

「も、もうちょっと喜んでくださいよ……」

「私さ、祐一とは小学校からの付き合いでね」

　絵里先輩は淡たん々たんと語った。

「あいつ昔っから天てん才さい肌はだでさ。むかつくんだよ」

「先輩……部長に聞こえちゃいますよ」

　と、そこへ、スケッチブックを抱かかえた部長が美術室の端はしからやってきた。

「お前ら作業中にごちゃごちゃうるせえぞ。手え止まってる。二人ともヘタクソなんだからせめて真ま面じ目めにやれや」

「ひっでー！　出席率低すぎのお前にだけは言われたくない！」

　絵里先輩がかみつくと、部長はスケッチブックでスパンと絵里先輩の頭を引っぱたいた。

「俺は真面目にやらなくても充じゆう分ぶんだから」

「くっそ……そのうち痛い目みるぞ」

　絵里先輩が毒どく舌ぜつを吐はいた。

　部長の星谷先輩は、基本的にやる気がなくて滅めつ多たに部活に参加しない幽ゆう霊れい部員だが、突とつ如じよ現れたときの集中力は凄すさまじい。しかも素晴らしい絵を描くので、三日あればコンクールで受賞するほどの作品を仕上げてしまうのだ。彼を見ていると、努力することがばかばかしく思えてくる。

「絵里はまた星の絵を描くのか」

　部長は絵里先輩の真っ黒なキャンバスを見て言い当てた。絵里先輩がニンマリする。

「正解！　中学の頃ころは天文部だったからね」

「ああ、だから星空……」

　僕は入学時に見た先輩の絵を思い浮うかべた。あの絵も、星空の絵だった。

「この学校にも天文部ありますよね。なんで美術部にしたんですか？」

「うーん、秘密……」

　ごまかされた僕は、内心もやっとした。が、下手に聞き出そうとするのはみっともない。

「星が好きなんですね」

　掘ほり下げずに締しめる。絵里先せん輩ぱいは雑に頷うなずいた。

「そう。あ、そういえば今夜は流星が見られるんだって。屋上の鍵、こっそり職員室からくすねてきちゃおうと思ってる。これ、先生には秘密な？」

「え、屋上で天体観測でもするつもりですか？」

　僕は思わず眉まゆをひそめた。

「屋上は立ち入り禁止ですよ。ばれたら𠮟しかられます」

「そうだぞ、くだらねえことしてないで風ふ呂ろ入ったらすぐ寝ねろ」

　部長が冷ややかに言うも、絵里先輩は屈くつしない。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ばれなきゃ平気だって。そうだ祐一、あんたは私と一いつ緒しよに屋上に来なさい！」

「はあ？　やだよ。勝手に巻きこむな」

　部長が嫌いやそうな顔で拒きよ絶ぜつする。それでも絵里先輩はニーッと笑って強行した。

「だめ。あんたは何するにも雑すぎだから、星を見て心を洗った方がいい」

　それから取っ手のついた網あみを手に取った。

「だって流星だよ、流星。それも合宿の日に当たるなんて奇き跡せきじゃない？」

　言いながら、網に白い絵の具を塗ぬっている。金魚すくいのポイみたいな形の、小さな網だ。

「それ、何ですか？」

　聞くと、絵里先輩はニヤリと笑った。左手に絵の具を塗った網を、右手には歯ブラシを持って、黒く塗ったキャンバスにかざす。

「見てな」

　それから彼女は、網の絵の具を歯ブラシでコシコシとこすりはじめた。途と端たんに網にのっていた絵の具が拡散して、真っ黒なキャンバスにパアッと飛び散る。まるで小さな星ほし屑くずのようだ。

　ただの黒いキャンバスは、一いつ瞬しゆんにして星空へと変へん貌ぼうした。

　呆あつ気けに取られて口を半開きにする僕に、部長が気だるげにつぶやく。

「スパッタリング。絵の具を霧きりみたいに飛ばす技法だ。まるですげえことしてるみたいな顔でやってるが、網に絵の具つけてブラシでこするだけだから誰だれでもできる」

「すごい……本物の星空みたいです」

　初めて見た技わざに、僕はまだ間ま抜ぬけな顔をしていた。部長には見慣れたものだったようで、絵里先輩のしたり顔にあきれた声を向けた。

「バカの一つ覚えだな。絵里はそれしかやらねえ」

「うるさい。これがいちばん早くてきれいに描かきたいものを描けるんだ」

「お前が描きたいものなんてどうせ星だろうなと思ったから、俺がそれを教えてやったんだろ」

　部長が冷たく言い放つ。元いた席に戻もどろうとした彼を、絵里先輩はワイシャツを引っ張って引き止めた。

「祐一。今夜絶対、屋上来いよな！」

「行かねー」

「じゃあ無む理り矢や理りにでも連れ出す！　稔、協力しろよ」

「なんで僕なんですか！」

　しかし絵里先輩の暴走を止める前に、顧こ問もんの先生が部室に来てしまった。僕らはスッと黙だまって、作業に戻った。




　深夜零れい時じ近くになり、生せい活かつ棟とうの男子部屋で僕はこそっと問いかけた。

「部長、起きてますか」

「起きてる」

「どうするんですか。行くんですか？　屋上」

「面めん倒どうくせえけど、絵里は行くんだろうし一人ぼっちで待たせるのもなあ……」

　他ほかの部員たちは見事に全員ぐっすり眠ねむってしまった。僕と部長だけが、暗い部屋で会話を交かわしていた。

「絵里って昔から星が好きなんだよなあ。小学生の頃は星ほし占うらないとか、おまじないとか大好きだったし」

　部長の言葉を聞いて驚おどろいた。

「意外ですね。絵里先輩にそういう乙おと女めっぽい趣しゆ味みあるんですか」

「昔はあんなに男っぽくなかったんだよ。髪かみは背中まであったし、私服はスカートがほとんどだったし。あいつがバッサリ髪切ったのは高校入ってから」

　へえ、と僕は静かに感かん嘆たんした。さすが、小学校から付き合いがあるだけはある。部長は絵里先輩のことを、たくさん知っている。

「中学くらいからかな……占いだなんだのスピリチュアルなことは言わなくなったのは」

　部長は感情の籠こもらない声こわ色いろで言った。僕は敷しき布ぶ団とんの上で寝ね転ころがりつつ、枕まくらを抱だきしめた。

「……部長、ほんとに屋上行くんですか？」

「え？　まあ、興味はないけど行ってやってもいいかなとは思ってる」

「やめた方がいいんじゃないですか。やっぱり、𠮟られると思いますし」

　目を合わせてこない先輩を、僕はじっとにらんでいた。暗くら闇やみの中に部長の仰あお向むけの影かげが見える。

「ばれなきゃいいだろ」

「行かないでください」

「いや、俺が行かなくても絵里は待ってるだろうし」

　この人は、ものすごく鈍どん感かんだ。

　天てん才さい肌はだで何でもそつなくこなすくせに、ものすごく鈍感。

　多分、僕が部長をめちゃくちゃ嫌きらいだってことにも気づいていない。

「あ、そろそろ絵里が言ってた時間だ。行ってくる」

　部長はむくっと起き上がって、のそのそと戸の方へと他の部員をまたいでいく。僕もとっさに起き上がった。部長がこちらを振ふり向いた。




「お前も来る？」

「い、行きます」

　布団でつんのめりながら、僕は部長の後ろについた。




　部長はものすごく鈍感だ。

　なんにもわかっちゃいない。絵里先輩の気持ちも、僕の気持ちも、なんにも。




　生活棟を出て、校舎に忍しのびこむ。絵里先輩が開けておいたのか、昇しよう降こう口に鍵かぎはかかっていなかった。

　部長はいつもどおり仏ぶつ頂ちよう面づらで、無言で廊ろう下かを歩いていく。歩くのが速い彼を、僕は早足で追いかけた。夏の夜のべったりした空気が、夜中の校舎に満ちている。窓の外は真っ暗だ。きっと星が見えるのだろうが、廊下を急いでいるせいで見ている余よ裕ゆうがない。

　部長の後ろ姿を見ていると、全身が無む性しようにむずがゆくなる。

　屋上に向かう階段を上る。部長は長い脚あしで淡たん々たんと上を目指す。僕は、途と中ちゆうで息が切れた。

「部長、先に行っててください」

「あ？」

「ちょっと、美術室に忘れ物があるので……」

　言うと、部長はあっと声を上げた。

「そういえば部室の鍵閉め忘れたわ」

「不用心ですね」

「まあいいわ、お前行くんならついでに閉めてきて。戸の横のフックに鍵引っかかってるから」

　部長なのにこのルーズさである。

「先生に見つかんなよ」

「はい。部長も気をつけてください」

　部長はさらに上へと上っていった。僕は四階で階段を上るのをやめて、廊下へと曲がった。美術室のある方へ、ひとり、ぽてぽてと歩く。




　部長は本当に鈍感な人だ。

　俗ぞくに言う芸術家肌なのだ。周りの感情に流されず、マイペースに生きている。

　僕とは真逆の性格だ。




　部長が鍵をかけ忘れたのは本当だった。美術室の戸は開いたままだ。カラカラと開けて、僕はすべて出しっぱなしで放置されている美術室に足を踏ふみ入れた。絵も画材も、朝すぐに使えるようにそのままになっている。

　絵里先せん輩ぱいの星空の絵も、イーゼルに立てかけられたままだ。

　僕は部屋の電気をつけずに、先輩の絵に歩み寄った。

「……先輩の絵、僕が好きでも意味ないんですか？」

　思わず、独り言がこぼれた。

　僕は部長とは真逆の性格だから、気づいてしまう。

　絵里先輩が部長のことを話すとき、とっても生き生きしていること。絵里先輩は部長のそばにいたくて、天文部ではなく美術部を選んだのだということ。

　ほんの数ヶ月だけれど、絵里先輩ばかりを見ていた僕にはわかる。絵里先輩は男おとこ勝まさりに見えて、本当は誰だれより女の子なのだ。

　髪を切ったのも、制服のスカートよりジャージでいることが多いのも、絵の具で汚よごれないようにするためだ。そのくらい本気で絵に向き合っているのだと、部長にアピールしたかったからなのだ。「あなたが好きなものは私も好き」と、彼女なりに表現していたのだろう。




　僕には、それがわかる。

　僕も同じくらいの気持ちを、絵里先輩に持っているのだから。




　夜風がカタカタと窓を鳴らす。外は見たくない。絵里先輩と同じ星空を、今は見たくない。

　占いやおまじないに願いをかけても、鈍感な部長は気づいてくれなかったのだろう。だから絵里先輩は、とっつきやすい男勝りなキャラクターで、努力で部長と親しくなった。

　星空が好きな絵里先輩は、今夜の流星に想おもいを託たくす。

　高校最後の合宿、奇き跡せき的にタイミングが重なった、この流星の夜に。

　絵里先輩のキャンバスは、真っ暗な中でも白い星だけがふんわり浮うかんで見える。




「お願いします……」

　僕は絵の中の夜空に向かって、震ふるえる声で祈いのった。

「先輩の……絵里先輩の想いを、どうか……」

　叶かなえないでと、胸の奥で叫さけんだ。




「どうか、叶えてください……」

　僕は絵の中の星にさえ噓うそをついた。




　鈍感で大おお雑ざつ把ぱで出席率の低い部長なんかより、僕の方がずっと真ま面じ目めでずっと絵里先輩のことが好きだ。

　でも絵里先輩は、それでも部長が好きなのだ。僕が絵里先輩を追いかけてわかりもしない美術部に入ったのと同じで、絵里先輩も天文部をあきらめてまで部長を追いかけた。

　絵里先輩の好きなものをしっかり理解してスパッタリングを教えてくれて、子供の頃ころのこともきちんと覚えていて、一人ぼっちで待たせないようにちゃんと夜中に会いに行く、そんな部長のことが大好きなのだ。

　ぽた、ぽたと、四角いスツールに雫しずくが落ちた。目からあふれて落ちて、木目に染しみていく。暗くてよく見えないが、ポトポトと優やさしい音がした。




「先輩の恋こいが叶いますように……」

　独り言は悲しくなるくらい情けない声になった。




「そして、もうひとつ、どうか──」

　僕の力ない祈りは、絵の具臭くさい夜の美術室に溶とけて消えた。




　翌朝、部長は明らかにぎこちなくなった。

「部長、昨晩はすっぽかしてすみません」

　僕が謝るのに対し、部長はふいっと目をそらした。

「ああ、うん」

　そんな部長の脇わきに、絵里先輩がひょっこり現れる。

「稔、おはよう！　報告があります」

　この上じよう機き嫌げん。僕は報告を受ける前から、全すべてを悟さとった。

　絵里先輩は部長の肩かたにもたれかかって、ピースサインを決めた。

「このたび、私と祐一、付き合うことになりました！　イエーイ！」

「絵里、声でかい」

　いつもニヒルにしれっとしている部長が、耳まで赤くして目をそらし続けている。

　それが何だか無性にいじらしくて、絵里先輩を奪うばわれた憎にくしみがちょっとだけ緩ゆるまった。




「……はは、かなわないや」

　敵かなわないし、叶わない。

　僕の初めての恋は、朝の光とともに消える小さな星のように、たおやかに淑しとやかに死んでいった。

「ん？　何？　今なんて言ったの？」

　部長と変わらないくらい鈍どん感かんな絵里先輩は、目をぱちくりさせて僕の顔をのぞきこんだ。

　僕は精せい一いつ杯ぱいの作り笑いで返す。

「いえ。おめでとうございます」




　先輩の星空に願った、もうひとつの願い。

「絵里先輩が、僕の気持ちに気がつきませんように」

　僕は絵が下手で本当によかった。モデルがいたら殺されると評されたあの絵のモデルがあなただったのだと、気づかれずに済んだのだから。

　僕の大好きな絵里先輩が、絵里先輩が選んだ大好きな人と、ずっと幸せでいてほしい。僕の想いは、僕だけが知っていればいい。

　窓から朝の空が見える。

　絵里先輩を泣かしたら、部長だろうと殴なぐるからな。

　星の消えた青空に、こっそりと誓ちかった。

















本書は、

『エブリスタ×角川ビーンズ文庫「恋」短編コンテスト第３回「失恋」』入賞作を加筆・修正し、収録したものです。
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